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開会 午前 ８時５９分 

    ◎開会・開議の宣告 

〇委員長（中村雅義君） ただいまの出席委員数は８名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。 

 これより令和２年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして一言

ご挨拶申し上げます。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、早朝よりご出席い

ただきまして、厚くお礼申し上げます。さきの本会議において予算審査特別委員会が設置

され、私が委員長としての重責を担うことになりました。効率的かつ効果的な委員会運営

がなされますよう委員各位のご理解とご協力をお願いいたします。また、議会は議会の立

場で広く客観的に、町民の負託に応えられるよう政策の内容、費用対効果など、十分に審

議を重ねてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

    ◎議案第２５号～議案第３５号 

〇委員長（中村雅義君） それでは、これから付託を受けました議案第２５号から議案第

３５号までの令和２年度各会計予算の件を議題といたします。 

 審議に入る前に、特別委員会の運営方法について事務局より説明させます。 

〇事務局長（加藤誠一君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略） 

〇委員長（中村雅義君） 以上で説明を終わります。 

 お諮りします。以上の審査方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 異議なしと認め、そのように取り進めることにいたします。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前 ９時０３分 

再開 午前 ９時０５分 

 

〇委員長（中村雅義君） これから審査に入ります。 

 説明員の皆様に申し上げます。先ほども説明ありましたように、新規の部分、昨年度と

変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いします。 

 早々に会議に入ります。 

 これから議案第２５号 令和２年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行います。 

 歳出の１款議会費、２款総務費を一括して審査を行います。 

 説明をお願いいたします。 

 総務課長。 

〇総務課長（村上雅之君） それでは、総務課所管の予算についてご説明させていただき
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ます。 

 歳出、７４ページ、７５ページをお開きください。１款１項１目議会費３，９０２万２，

０００円でありますけれども、対前年度で１３９万５，０００円の増であります。最初に

申し上げますけれども、会計年度任用職員制度の導入によりまして、昨年までありました

７節の賃金がなくなりましたので、その以降のものにつきましては全て１つずつ節の番号

が繰り上げになっておりますので、ご承知おきいただきたいと思います。このページにつ

きましては、８節、行政調査旅費で１６９万５，０００円が大きな内容であります。その

ほかにこのページについて説明することはございません。 

 次のページ、７６ページ、７７ページをお願いいたします。２款１項１目総務費であり

ますが、本年度予算額７，１５４万９，０００円で、対前年度４４４万５，０００円の増

であります。１節報酬から４節共済費関係では、会計年度任用職員関係でそれぞれ増額を

見ております。１２節委託料でありますけれども、次のページまでまたがりますが、消費

税のアップ及び契約単価の見直し、さらに隔年の各種点検委託料等により総額で１８９万

円の増額となっております。次のページも含めまして、１目につきましては特に説明する

ことはございません。 

 次のページ、８０ページ、８１ページをお開きください。３目文書広報費でありますけ

れども、本年度予算額２３７万１，０００円、前年度に対し１１万２，０００円の減であ

ります。このページにつきましては、特に説明するものはございません。 

 次のページをお開きください。１つ目を飛んでいただき、５目財産管理費でありますが、

本年度予算額２，６３９万３，０００円で、対前年度２０万５，０００円の減であります。

１０節、修繕料、特別修繕料ですが、総務課の分で説明するようなものは特にございませ

ん。１２節委託料でありますけれども、公共施設の煙突ライニング材成分調査業務委託で

すが、これにつきましてはアスベスト材の調査になります。昨年度は緊急性のある給食セ

ンター等の施設は調査を行っておりますけれども、今年度は残りの高校体育館、母子里コ

ミセンなど、緊急性のなかったものを調査するということのものであります。その下にあ

ります町有地の測量業務委託及び登記業務委託につきましては、今のところ予定がありま

せんので、科目存置で１，０００円のみ計上させていただいております。次のページをお

願いいたします。１３節、二酸化炭素排出抑制設備機器借り上げ料でありますけれども、

３０年度に工事いたしましたＬＥＤほか、ボイラーなどの工事関係をリース契約で償還し

ていくものであります。その他この目について説明するところはございません。 

 続きまして、６目の基金積立金であります。本年度予算１，６００万円で、対前年度２，

０７６万８，０００円の減額となっております。内容といたしましては、そば産地活性化

振興基金の残高が現在３，０００万円ほどありますので、今年度は積立てをしないこと、

逆に公共交通整備運営基金が現在の残高６００万円ほどで、ほろみん号の入替えですとか

停留所の補修等を考えますと不足になることを想定し、１，０００万円を積み立てること

としたものであります。また、森林環境譲与税につきましても、前倒しで交付金額が昨年
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より多くなることを鑑み増額しているものであります。 

 続きまして、７目支所及び出張所費になります。本年度予算２３７万１，０００円で、

対前年度１４万４，０００円の減額となっております。１節の報酬ですけれども、会計年

度任用職員制度によります賃金から報酬への変更によるものであります。１２節でありま

すけれども、ここにつきましても清掃業務委託料１８万５，０００円、この部分が昨年度

までは賃金で見ておりましたが、今年度から委託ということでの予算の計上であります。

今年度は特に備品で購入するものはございませんので、金額的には１４万４，０００円ほ

ど減額になっているというものであります。その他特に説明することはございません。 

 次のページをお願いいたします。また、１目飛びまして、９目地域振興費になります。

本年度予算額３，４３５万２，０００円で、対前年度３１５万４，０００円の減額となっ

ております。総務課関係では、１節の地域行政連絡員報酬の新設、これは自治区長会議の

ときの今まで自治区長報酬で見ていたものを名称変更等をしているものであります。さら

に、８節の費用弁償でのその部分の追加がありました。一応この会議に出席された場合の

報酬、費用弁償を自治区長報酬とは別に支出するということで、新たな科目の新設を見て

いるところであります。その他このページで説明するところはございません。次のページ、

８８ページ、８９ページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金のところで

すが、４行目のところにあります自治区活動交付金であります。これも従来説明しており

ます会計年度任用職員制度の開始に合わせまして、この中に昨年までありました自治区長

の報酬を上乗せした形で予算計上をさせていただいております。その他説明するところは

ございません。 

 続きまして、１０目地域情報通信費になります。本年度２，３９３万３，０００円で、

対前年度１４９万２，０００円の減額となっております。主な理由は、１０節、修繕料、

特別修繕料ですが、昨年で機器の入替え等が終了し、修理等がそんなに発生しないことを

鑑みそれぞれ減額しております。その他特に説明するところはございません。 

 続きまして、その下、１１目総合行政情報システム費になります。本年度予算額６，５

４６万３，０００円で、対前年度１，５１５万９，０００円の増額となっております。理

由といたしまして、１２節、庁舎の電話システムの更新業務委託でありますが、現行の役

場庁舎内の機器が平成１９年に導入されてから１３年が経過し、経年劣化等部品の供給が

できない等の理由によりまして今回更新をすることといたしております。次のページをお

開きください。９０ページ、９１ページになります。１７節の備品購入費のところであり

ますけれども、昨年議決いただいております備荒資金を活用したパソコン等の購入費の支

払い、それの令和２年度分をこちらのほうで計上させていただいております。その他特に

説明するところはございません。 

 飛んでいただきまして、次のページをお願いいたします。２項の徴税費、１目税務総務

費になります。本年度予算額１８０万６，０００円で、対前年度１１５万６，０００円の

減額となっております。昨年は、３年に１度の固定資産税の評価、宅地鑑定評価業務がご
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ざいました。昨年度でその業務が終了しておりますので、今年度につきましてはその部分

が皆減となっております。その他特にこのページで説明するところはございません。 

 次のページをお願いいたします。４項選挙費になります。１目選挙管理委員会費であり

ますが、本年度予算３９万２，０００円で、対前年度１，３６９万７，０００円の減額と

なっております。今年度は選挙がありませんので、通常選挙管理委員会の経費のみ計上さ

せていただいております。その他特にこのページで説明するところはございません。 

 次のページをお願いいたします。５項統計調査費、１目諸統計調査費でありますけれど

も、本年度予算額２７２万４，０００円で、対前年度１８１万５，０００円の増額となっ

ております。今年度は１０年に１度の大規模国勢調査の年でありまして、１節、調査員の

報酬から１３節使用料及び賃借料まで経費の増加分を予算計上させていただいております。 

 続きまして、６項監査委員費になります。１目監査委員費です。本年度予算額１２６万

円で、対前年度１万９，０００円の増額となっております。８節の費用弁償、旅費のとこ

ろで、今年度は中川町での研修分ということでの増額を見ております。その他特に説明す

ることはございません。 

 以上で２款までの説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇委員長（中村雅義君） これから質疑に入ります。 

 各委員に申し上げます。質疑は簡潔明瞭、また一問一答になるようお願いいたします。 

 それでは、事項別明細書７４ページから質疑を受けます。１款議会費、７４ページ、７

５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款総務費、７６ページから質疑を受けます。７６ページ、７

７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ７８ページ、７９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８２ページ、８３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８４ページ、８５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８６ページ、８７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８８ページ、８９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 



 - 7 - 

〇委員長（中村雅義君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９４ページ、９５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９６ページ、９７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １款、２款全般について質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 会計年度任用職員に関連して質問したいと思うのですけれども、

１つは昨年の９月の定例で私も一般質問させていただきました。そのときの各期末手当等

増額によって、影響額として１，３００万円ほどの予定しているということでしたけれど

も、今回の予算の中で全体で今までの臨時職員扱いが会計年度任用職員ということでなっ

ておりますけれども、影響額自体は全体でどの程度になるのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 総務課長。 

〇総務課長（村上雅之君） お答えいたします。 

 令和元年度のトータル的な金額がそれぞれ合わせますと約９５２万９，０００円、それ

が令和２年度でいいますと１，４３４万１，０００円ということになりますので、約４８

１万２，０００円ほどの影響額が出るというふうに見ております。 

〇委員長（中村雅義君） 中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 少ないなというふうに正直思っているのですけれども、それであ

のときも質問しましたけれども、国からの財政措置はないのだということで、単独で財源

を見つけなければならないということは言っていたのですけれども、結果的にまだ国のほ

うの新年度予算は正式には成立していませんけれども、ほぼ成立するだろうと思うのです

が、それで最終的に会計年度任用職員になることによって、新たに必要な財源については

補填はされるのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） 私のほうからお答えします。 

 今総務課長がお答えした、プラス４００万円云々のプラスの額、これについては今年は

０．６か月分の増でございます。要は４月からの経験年数が浅いということで、その方が

また来年同じように会計年度任用職員になれば１．６になりますので、その財源措置は以

前お答えした、１，３００万円から１，４００万円増ぐらいだというふうにお答えしてお

りましたけれども、本俸の増分と合わせて大体そのぐらいになるのではないかなと推測を

しております。それと、もう一点、国からの財源措置、普通交付税の算入の中に項目とし

ては今のところ上げられておりますけれども、それがどういった形で交付税に算入される
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のか。単位費用なのかどうかは分かりませんけれども、ある程度明記はされておるのです

けれども、普通交付税の算入の場合、その項目で増えたとしても出口ベースで締められれ

ば、結果的には地方に対する交付税総額については、私自身はその分で増えたから総体的

に増えるというふうにはあまり期待しているようなものではないというふうに考えており

ます。会計年度任用職員がかなり多いような大都市部ではそういったものも期待できるか

もしれませんけれども、私どものような小規模自治体については普通交付税としての財源

措置プラスアルファについては、私自身はあまり期待はしていないというような考えを持

っているところでございます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで１款、２款の質疑を終わります。 

 次に、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出費、１４款職員費、１５款予備費を一

括して審査を行います。 

 説明をお願いします。 

 総務課長。 

〇総務課長（村上雅之君） １５０ページ、１５１ページをお願いしたいと思います。９

款消防費、１項消防費、１目消防総務費であります。本年度予算額２億９６４万９，００

０円で、対前年度５，９５９万２，０００円の増額となっております。大きな要因といた

しましては、士別地方事務組合への移管に伴いますデジタル無線の切替えに伴う工事の負

担分で２，５００万円、職員団員の被服の更新で１，５００万円、その他政和の消防自動

車の入替え、保守点検の委託業務の増によりまして１，５００万円程度の増額が大きな要

因となっております。 

 ２目災害対策費になります。本年度予算額８９８万８，０００円で、対前年度４５４万

７，０００円の増額となっております。１２節洪水ハザードマップの作成で２７９万４，

０００円の皆増となっております。昨年度から見直しを行っております地域防災計画に沿

った１，０００年に１度の大雨等による災害のハザードマップを作成することとして予算

を計上させていただいております。１８節負担金、補助及び交付金のところでありますが、

北海道総合行政情報ネットワーク衛星回線更新の負担金で３６４万７，０００円の皆増と

なっております。これは、道のほうで整備するネットワーク衛星回線の市町村分負担分で

あります。その他特にこのページで説明するところはございません。 

 飛んでいただきまして、１８０、１８１ページをお願いいたします。１２款公債費、１

項公債費、１目元金であります。本年度予算額５億６３０万５，０００円で、対前年度１，

２０６万５，０００円の減額となっております。ここについては、町の償還元金ですので、

特に説明するところはございません。 

 ２目利子になります。本年度予算額１，３８３万４，０００円で、対前年度４９０万２，
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０００円の減額となっております。ここについても特に説明するところはございません。 

 次のページをお開きください。１３款諸支出費、１項普通財産取得費、１目土地取得費

ですが、本年度予算額５０万円で、対前年度５０万円の減額となっております。今のとこ

ろ土地の取得の事案がないことから、昨年から５０万円の減額とさせていただきました。 

 次のページをお開き願います。１４款職員費、１項職員費、１目職員給与費ですが、本

年度予算額６億６５３万７，０００円で、対前年度１，６０３万９，０００円の減額とな

っております。大きな要因でありますけれども、昨年度３年に１度の負担金の見直しが行

われ、１８節の退職手当組合への負担金の減額並びに昨年度副町長の任命及び途中退職者

の発生がありまして、職員数の減及び高額給与者の退職等によりまして職員の給与等の潜

在バランスが変わったことによる減額となっているものであります。その他特に説明する

ところはございません。 

 次のページをお願いいたします。１５款の予備費でありますけれども、１項予備費、１

目予備費につきまして、このページにつきましては５００万円で変更がありませんので、

特に説明するところはございません。 

 以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１５０ページから質疑

を受けます。９款消防費、１５０ページ、１５１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １８０ページから質疑を受けます。１８０ページ、１８１ペー

ジについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １８２ページ、１８３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４款職員費です。１８４ページから質疑受けます。１８４ペ

ージ、１８５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５款予備費、１８６ページから質疑を受けます。１８６ペー

ジ、１８７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９款、１２款、１３款、１４款、１５款全般について質疑あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで９款、１２款、１３款、１４款、１５款に関する質疑を

終わります。 

 以上で総務課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 
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休憩 午前 ９時３３分 

再開 午前 ９時３４分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 地域振興室所管の２款総務費、６款農林水産業費、７款商工費を一括して審査を行いま

す。 

 説明をお願いします。 

 地域振興室長。 

〇地域振興室長（新江和夫君） それでは、地域振興室所管の歳出予算内容についてご説

明申し上げます。 

 歳出、７８ページ、７９ページをお開きください。２款１項２目企画費、本年度予算５，

６８９万円、前年度予算４，０５９万６，０００円、１，６２９万４，０００円の増であ

ります。主な要因は、ＪＲ深名線跡地地積測量業務委託料３，０００万円の減及びほろみ

ん号の車両購入費３８２万５，０００円、民間賃貸住宅建設事業補助金で４，２００万円

の増が主な要因となります。それでは、節ごとのご説明をいたします。１節報酬９万７，

０００円、こちらについては特に説明ございません。８節旅費６０万５，０００円、こち

らについても特にございません。１０節需用費１８８万８，０００円、こちらにつきまし

ては主なものといたしましてお試し住宅の維持管理及びほろみん号の運行経費に関するも

のとなります。主なものといたしまして、消耗品費１５万円のうち、ほろみん号の冬タイ

ヤ購入で８万５，０００円、修繕料５０万３，０００円となってございますが、こちらに

つきましてはお試し住宅の屋根塗装工事２６万３，０００円ほかとなってございます。１

１節役務費２０万５，０００円、こちらにつきましてもお試し住宅の維持管理及びほろみ

ん号の運行経費となります。主なものといたしまして、次のページをお開きください。８

０ページ、８１ページになりますが、パソコン通信料７万７，０００円となってございま

す。お試し住宅内のＷｉ―Ｆｉ整備に関するものの経費となっております。１２節委託料

５６６万１，０００円、こちらにつきましてもお試し住宅の維持管理費、ほろみん号の運

行経費となります。お試し住宅の令和元年の実績でございますけれども、３件、５名、４

７日間の利用となってございます。年々利用率は上昇傾向にございます。続きまして、１

３節使用料及び賃借料４９万２，０００円、こちらにつきましてはほろみん号のリース料

が主なものとなりますけれども、ほろみん号につきましては１年間再延長を行うリース料

となってございます。１７節備品購入費３８２万５，０００円、こちらにつきましてはほ

ろみん号の車両購入に伴う予算計上となります。町長の施政方針でも触れられておりまし

たけれども、１１節役務費、１３節使用料及び賃借料にも関連しますけれども、現リース

車が令和２年度中に３０万キロを超えるということが見込まれておりまして、経年劣化等、

安全、安定運行のため、リース期間が切れる令和３年３月までに購入を行い、車両の更新



 - 11 - 

を行う予定としております。なお、歳入予算には計上しておりませんけれども、車両購入

に当たっては道の地域づくり総合交付金が対象となることから、事業費の２分の１、約１

９０万円ほどの補助申請を予定しております。こちらでほろみん号の現状の利用状況につ

いて若干触れさせていただきます。現在、令和元年２月末現在でございますけれども、運

行率は約９４％となっておりまして、ほぼ毎日運行がされている状況でございます。往路

利用者で７７７名、復路利用者で６４３名という状況でございます。続きまして、１８節

負担金、補助及び交付金４，３９９万８，０００円、こちらにつきましては夢・人・郷づ

くり事業補助金、民間賃貸住宅建設事業補助金以外の各種団体負担金についてはそれぞれ

財政規模や人口規模など団体の算定ルールに基づきまして算定された金額を計上しており

ますが、宗谷本線活性化推進協議会負担金につきましては令和元年度と同様にＪＲに対す

る緊急的かつ臨時的な財政支援措置として１万円を含めた２万円を計上しております。夢

・人・郷づくり事業については、近年実績を基に１００万円を計上しております。なお、

財源につきましては、夢・人・郷づくり基金の運用益を充当しております。民間賃貸住宅

につきましても町長施政方針で触れられておりますが、教員住宅向けの住宅として朱鞠内

地区に４戸、幌加内地区に４戸ということで建設を予定しております。教育委員会、校長

先生、教職員のご理解も得ながら、教職員がご家族と一緒に地域に住んでいただけるよう

住環境の改善を図り、特に朱鞠内地区については山村留学事業の基盤の一つとして整備す

るものであります。また、それぞれ建設地につきましては町有地を３０年間使用貸借をす

ることを予定しておりますが、朱鞠内地区につきましては傾斜地であることから、用地造

成の一部について１戸当たり５００万円の補助金とは別に事業費の２分の１、上限１５０

万円を上乗せすることで補助要綱を改正することとしております。なお、事業財源につき

ましては全額総合振興基金の繰入れということで予定をしております。 

 続きまして、８２ページ、８３ページをお開きいただきたいと思います。２款１項４目

ふるさと納税運営費、本年度予算２，２３２万２，０００円、前年度予算２，０５５万６，

０００円、１６７万６，０００円の増であります。主な要因は、これまでの首都圏への新

聞広告等の紙媒体による広告のほか、大手インターネット上でのウェブ広告宣伝を行うた

め６５万円の増が主な要因となります。それでは、節ごとのご説明をいたします。７節報

償費１，５３０万円、こちらにつきましては物産品宣伝費で３０万円、こちらの内容とい

たしましてはふるさと納税のＰＲグッズ、ノベルティーの作成などふるさと納税のＰＲを

するために使用するものと考えております。この節から支出されていた宣伝費の一部２０

万円を１１節の広告料に一部組み替えております。ふるさと納税謝品につきましては寄附

者への返礼品及び送料となっております。ふるさと納税事業につきましても現在１２社の

返礼品の事業者の参加がございまして、１１１品目の返礼品を造成しております。寄附額

につきましては、令和２年の２月末の件数といたしましては合計で１，３４０件、２，１

１７万２，０００円ほどの寄附額を頂いており、前年同期と比較しましても約１００件、

１００万円の増という状況になっております。こちらにつきましても施政方針で触れられ
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ておりましたとおり、インターネットサイト事業者、楽天とふるなびの２社を４月以降追

加をし、さらなる推進強化を図ってまいりたいと考えております。続きまして、１０節需

用費４１万７，０００円、こちらは特にございません。１１節役務費１６１万２，０００

円、郵便料で４６万２，０００円のほか広告料１１５万円を計上しておりますが、先ほど

申し上げたとおりウェブ広告等の強化を図ってまいりたいと考えております。１２節委託

料４３６万７，０００円、こちらは特にございません。１３節使用料及び賃借料３０万６，

０００円、こちらも特にございません。 

 同じページになりますけれども、２款１項５目財産管理費につきましては地域振興室所

管の公用車に係る経費のみご説明申し上げます。本年度予算５１万円、前年度予算２５万

５，０００円、２５万５，０００円の増であります。主な要因といたしましては、１４節

車借り上げ料で２２万３，０００円の増となりますが、所管する公用車が昨年１１月１４

日に大曲地区で路肩に停車中、対向車線からはみ出してきた相手方車両に正面衝突をされ、

廃車となりました。その後昨年１２月末で退職された地域おこし協力隊用にリースしてい

た車両を保健福祉課から所管替えをして現在リースを継続しておりますけれども、そちら

の車両を地域振興室所管として今後活用する予定をしておりますが、こちらの車両につき

ましては今年８月９日までのリース契約となっておりますので、それまで使用することと

して、その後は役場内の車両で対応していくということになってございます。廃車になっ

た車両につきましては、相手方に全責任があるということとされまして車両損害額及び事

故車両の搬送費等を含む１４７万円を本年１月１７日に収入しております。それでは、節

ごとにご説明しますが、１０節需用費２８万７，０００円、こちらについては特にござい

ません。１３節使用料及び賃借料２２万３，０００円、こちらは先ほど申し上げたリース

料となります。４か月分のリース料となります。 

 続きまして、９０ページ、９１ページをお開きいただきたいと思います。２款１項１３

目地方創生事業費、本年度予算３，１３０万９，０００円、前年度予算３，４６８万４，

０００円、３３７万５，０００円の減であります。この目につきましては、地方創生関連、

それとそば振興係関連、それと地域おこし協力隊の関連の予算を計上しております。昨年

度まで庁舎内全ての協力隊員について地域振興室で一括予算計上し、ご説明申し上げまし

たが、予算執行上の関係から令和２年度から協力隊員の予算については各所管課でご説明

をすることとしております。隊員全体といたしましては、産業課所管３名、地域振興室所

管３名の合計６名の予算が計上されております。地域振興室所管分といたしましては、本

年度予算１，９５７万３，０００円、前年度予算５３６万７，０００円、１，４２０万６，

０００円の増となります。増加要因といたしましては、所管する地域おこし協力隊員を１

名から３名に増やすということとなってございます。地域振興室といたしましては、地域

の魅力発信などについて２名を追加したいと考えておりまして、会計年度職員の報酬と前

年度の地域おこし協力隊に係る臨時職員の雇用賃金を相殺し、４８０万円、それと普通旅

費で９３万８，０００円、印刷費で２８万８，０００円の増となります。また、消耗品費
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５２万円、借家料で１４９万円、備品購入費で１７５万８，０００円が皆増となります。

また、前年度予算では町長選挙のため骨格予算であったことから、そばの里大使、アドバ

イザー関連経費で２３５万円、地方創生運営事業補助金で１００万円の皆増となっており

ます。それでは、節ごとにご説明を申し上げます。１節報酬１，４６９万３，０００円の

うち７３４万３，０００円となりますが、協議会、審議会委員報酬については特にござい

ません。会計年度職員報酬につきましては地域おこし協力隊３名分、７２０万円となりま

す。７節報償費４０万６，０００円、こちらにつきましては物産宣伝費で２５万６，００

０円で、これについては特にございません。講師謝礼１５万円につきましては、そばの里

アドバイザーの招聘費ということになります。８節旅費、次のページをお開きいただきた

いと思います。２６０万円のうち費用弁償１万５，０００円については特にございません。

普通旅費１０９万８，０００円ですが、こちらにつきましては地方創生、そば振興関係の

職員旅費で２１万９，０００円、地域おこし協力隊分として８７万９，０００円となりま

す。特別旅費５７万５，０００円ですけれども、こちらにつきましてはそば振興に係る道

外物産展の参加旅費３９万９，０００円、地域おこし協力隊の募集活動費で１７万６，０

００円となります。次に、１０節需用費でございます。１８４万円、消耗品費で５５万８，

０００円につきましては、主に地域おこし協力隊の住宅用、事務用の消耗品費となります。

燃料費７万２，０００円、食糧費２万２，０００円、こちらにつきましては特にございま

せん。印刷費４８万８，０００円につきましては、そば料理レシピ集の増冊２８万７，０

００円、それと地域おこし協力隊の活動印刷費として２０万円となっております。１１節

役務費１２３万２，０００円、広告料１１７万７，０００円、こちらにつきましては地域

おこし協力隊の募集活動広告として１１０万円、７月３１日のそばの日ＰＲ広告で７万７，

０００円となってございます。１２節委託料２２０万円、そばの里大使普及活動事業費と

して２２０万円となってございますけれども、昨年まで７節の講師謝礼として予算計上し

ていたものでございますけれども、財務提要の規定に基づきまして予算の組替えをしてお

ります。１３節使用料及び賃借料４３８万２，０００円のうち車両借り上げ料、駐車場使

用料、借家料、全て地域おこし協力隊の費用となってございます。１７節備品購入費２６

３万７，０００円については特にございません。１８節負担金、補助及び交付金１３１万

９，０００円、こちらについても特に説明はございません。 

 続きまして、１２６ページ、１２７ページをお開きいただきたいと思います。６款１項

３目農業振興費のうち１８節負担金、補助及び交付金２億７，２８６万５，０００円のう

ちですけれども、説明欄の上段から２段目と３段目にあります全国麺類文化地域間交流推

進協議会負担金１０万円、それと社団法人日本蕎麦協会年会費５万円、あわせまして最下

段にありますそば活性化協議会助成金８１万円が地域振興室所管の予算となりますけれど

も、特に内容の説明はございません。 

 続きまして、１４０ページ、１４１ページをお開きいただきたいと思います。７款１項

２目観光費のうちでございますけれども、次のページをお開きいただきたいと思います。
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１４０ページ、１４１ページになりますけれども、１８節の負担金、補助及び交付金８，

９３２万２，０００円のうち１８節の説明欄の下から３段目、イベント協賛交付金３９０

万円等ございます。こちらのうち３６０万円が幌加内新そば祭りの交付分ということで予

算計上をさせていただいております。 

 以上で地域振興室所管の歳出内訳についてご説明を終わります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書７８ページから質疑を受けます。２款総務費、７８ページ、７９ページについて質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。 

  １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） １８節の補助及び交付金の関係で、民間賃貸住宅の関係なのです

けれども、聞きたいのはここではないのですが、施政方針の中でちょっと触れられており

ましたけれども、山村留学構想です。私の頭の中ではどうも民間賃貸住宅と山村留学構想

が結びつかないので、町長にその構想の概要についてご説明をお願いしたいと思うのです

けれども。 

〇委員長（中村雅義君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） お答えします。 

 山村留学につきましては、施政方針でも述べましたとおり朱鞠内小学校を念頭に、やは

り学校を守る、イコール地域を守るということで、このまま座していれば子供の数という

のははっきりしております。いずれ消滅するのではないかなというふうな危機感から、各

地域で山村留学で成功しているような事例もございます。上川管内でもございますので、

そういったものに着手できないかということで、公約の一つとして上げさせていただいて

おります。そういった中で、まず卵が先か鶏が先かというところなのですけれども、やは

り幌加内町朱鞠内に来ていただくには、子供さんだけ来ていただく里親制度というのは地

域の中ではなかなか実現できないだろうと。いろんな事情を抱えたご家庭の中で、やはり

家族の方が一緒、むしろ母親がお子さんと一緒に山村留学をされる。こういった実態が一

番可能性が高いのではないかなというふうに考えております。そのときに今現在朱鞠内、

幌加内においても住むところがなかなかないと。では、どうしたらいいのといったときに、

あまり冒険はできない、無駄な投資ができないといったときに、地域の中に山村留学をぜ

ひ進めたいという中で３自治区一緒に話合いが持たれました。そういったときに教員住宅

の問題もかなり出てきていて、先生方が住宅があれば朱鞠内に住んでいただける、あるい

は住宅がないから通っておられる、そういった可能性もなきにしもあらずということで、

では教員住宅も兼ねた形で民賃を誘致しようと。民間住宅でありますので、やはり採算性

の問題もございますので、満床といいますか、必ず入居者は見つけなければならない。そ
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ういった中で、学校の先生方は住宅手当もありますし、環境もよくなるので、民賃を建て

ればかなり入っていただける可能性が高いというところでございます。そして、山村留学

の希望というか、実現ができれば、その民賃も利用して、その中にお子さんなり親御さん

も入っていただく、私からすれば一石二鳥でそういった住宅を整備しながら、山村留学を

進めていきたいという形で予算計上をさせていただいたところでございますので、ご理解

をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８２ページ、８３ページについて質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） ふるさと納税の代行委託料についてお伺いしたいのですけれども、

町長の施政方針でも昨年までは２社ということでしたけれども、今年から２社増やしてい

きたいということなのですけれども、昨年の予算で４１８万円だったと思うのですけれど

も、さほど１８万円ぐらいしか増えていないのですけれども、２社プラスになってもそれ

ぐらいの金額でやれるのかどうか、お伺いしたいのですけれども。 

〇委員長（中村雅義君） 地域振興室長。 

〇地域振興室長（新江和夫君） 今のご質問にお答えいたします。 

 昨年までは２社、今後は４社ということになってございますけれども、こちらの手数料

等につきましては若干の基本料はございますけれども、納税額に対するパーセントで委託

料等がかかるということになってございますので、納税額が増えればその分増額していき

ますけれども、今現状約３，０００万円の納税額を見込んだ歳出の予算を計上しておりま

すので、その範囲内であればこちらの金額で執行が可能だということになります。寄附額

が増えたときには、また補正予算等で対応させていただきたいと考えております。 

〇委員長（中村雅義君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８４ページ、８５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛んでいただきまして、９０ページ、９１ページにつ

いて質疑ありませんか。 

 ５番、稲見委員。 

〇５番（稲見隆浩君） ７節報償費の講師謝礼、アドバイザーについて聞きたいと思うの

ですけれども、ここ数年あまり実績がないというように感じるのですが、今年このアドバ

イザーについてどういうふうにお考えなのか、お聞きしたいと思います。 

〇委員長（中村雅義君） 地域振興室長。 

〇地域振興室長（新江和夫君） 今ほどのご質問でございますけれども、アドバイザー、
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大使につきましては令和元年度末で２年の任期を終えるということで、今週末、来期から

のアドバイザーと大使の審議会を開く予定をしております。今年度につきましては、アド

バイザーにつきましては活動がなかったところでございますけれども、大使につきまして

は数回横浜等でもイベントにおきまして幌加内のそばをＰＲしていただいたというような

こともございます。今現状、今週末の審議会を経てということになりますけれども、アド

バイザー、そして大使とも同様の方を推薦、その中で審議をしたいと考えておりますけれ

ども、活動内容につきましてはそれぞれ任命を承諾いただいた後にどこまで活動をしてい

ただけるかという部分も含めて、相談をしながら進めてまいりたいと考えております。 

〇委員長（中村雅義君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 地域づくり、協力隊の関係でご質問したいと思うのですけれども、

地域おこし協力隊の場合、任期は基本的には３年ですよね。それで、企画のほうの所管す

る協力隊についても３年目を迎えている方もいるのでないかなと思うのですけれども、問

題はその後なのですけれども、関係する事業所だとか団体で引き続き働いてもらって、い

わゆるマンパワーとして、あるいは人口増にも寄与してもらうという戦略だったと思うの

ですけれども、実際に今いる協力隊の皆さんで、それぞれ何年経過して、その後の定住の

対策等は進んでいるのかどうかお伺いしたいと思うのですけれども。 

〇委員長（中村雅義君） 地域振興室長。 

〇地域振興室長（新江和夫君） お答えいたします。 

 まず、地域振興室所管の地域おこし協力隊、現在１名おります。そば振興関係というこ

とでご活動していただいておりますけれども、本年が２年目で令和２年が３年目というこ

とになりますが、最終年になります。本人の希望といたしましても定住に意欲を示してお

りますし、継続した雇用を望んでおられます。また、現在活動されている団体というのが

そば活性化協議会を中心とするそば道場、それとそば祭り実行委員会の事務局長という立

場で活動していただいておりますけれども、そちらの関係団体とも４年目以降の雇用に関

して協議をしておりますし、その方の給与等に関しましても今整備を進めているところで

ございまして、このまま定住をしていただけるものと考えております。また、もう１名、

ほろかない振興公社のほうで勤務いただいている地域おこし協力の方もいらっしゃいます

けれども、そちらの方につきましては非常に会社側からも職員として採用したいという希

望もあるのですけれども、本人のほうができれば最後の最終年まで地域おこし協力隊とし

て活動させていただきたいという希望で今、令和２年度が３年目ということになりますけ

れども、ご活動いただいておりますし、そのまま定住していただけるものというふうに考

えております。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６款農林水産業費、１２６ページから質疑を受けます。１２６

ページ、１２７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ７款商工費、１４０ページから質疑を受けます。１４０ページ、

１４１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで２款、６款、７款の質疑を終わります。 

 以上で地域振興室所管の質疑を終了します。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時１０分 

再開 午前１０時１９分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 住民課所管の２款総務費、３款民生費、４款衛生費、８款土木費を一括して審査を行い

ます。 

 説明をお願いします。 

 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） それでは、住民課所管分の説明にまいりたいと思います。８

２ページからになりますので、８２ページをお願いします。座って説明させていただきま

す。 

 ８２ページになります。２款１項５目財産管理費、予算額２，６３９万３，０００円、

このうち住民課分につきましては１３２万３，０００円で、前年対比８１万３，０００円

の減となります。該当するところにつきましては、１０節の消耗品、燃料費、修繕料、こ

れらの一部につきまして交通安全車、これの諸経費が含まさっております。また、同じく

１０節の修繕料の一部または特別修繕の全部、特別修繕につきましては賃貸住宅の屋根塗

装です。政和の賃貸住宅になります。２棟３戸、これの屋根塗装が５３万９，０００円と

いうことで計上しております。あと１２節の除雪業務委託料、これにつきましてはこのう

ち１４万５，０００円が賃貸住宅の空き家分として見ております。次のページをお願いし

ます。１８節の浄化槽維持電気料負担金、これにつきましても賃貸住宅の分として予算計

上しております。この目につきましては以上でございます。 

 次に、２款１項９目に参りますので、次のページ、８６ページをお願いいたします。９

目地域振興費、予算額３，４３５万２，０００円のうち住民課分につきましては１，４４

０万６，０００円となります。前年対比３２５万６，０００円の減となってございます。
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これにつきましては、８節の普通旅費、あと１０節、１１節、１２節の上から４つ目、清

掃業務委託料、ここまでにつきましては朱鞠内及び添牛内コミュニティ公園に係る経費で

ございまして、ほぼ前年同額になってございます。このほか１２節のテレビ中継局保守点

検業務委託料とその下のバス停留所維持管理業務委託料、これにつきましても住民課分と

なってございます。次のページをお願いいたします。１３節、路線バス回数券２５０万円

の予算でございますけれども、これにつきましては路線バス利用促進に係る助成要綱、こ

れを延長しておりまして、令和５年までの助成期間としてございます。対象は６５歳以上

の方、町民です。もしくは幌加内高校の生徒としているところでございます。６５歳以上

を対象としましたＪＲバスのお出かけパスというのがありましたが、これが平成２９年９

月で廃止になりました。その後回数券の販売量が増加したという経緯があります。今回に

つきましては、２，５００冊分を予算計上してございます。次に、１８節になります。上

から２つ目の冬期生活除雪支援事業補助金７００万円であります。個人の上限４０万円、

これを１４件分、委託の上限７０万円、これを２件分を見込みまして予算計上をしてござ

います。令和２年度が最終年度ということになってございます。続きまして、一番下にな

ります。路線バス定期券購入助成金１２７万６，０００円でございます。これにつきまし

ては、先ほどの路線バス利用促進に係る助成要綱に基づいて助成してございます。今回に

つきましては、深川方面２０名、名寄方面３名を予算計上しているということで、対象に

つきましては高校の通学者ということになってございます。この目については以上です。 

 続きまして、次のページお願いいたします。９０ページになります。１２目交通安全対

策費、予算額３８３万７，０００円、前年比１４８万５，０００円の増となってございま

す。１４節、交通安全施設整備費８０万円でありますが、これは例年同様でございますけ

れども、道路の区画線工事で本年度も実施するということで予算計上してございます。１

８節になります。チャイルドシート等購入助成金６万円であります。これにつきましては、

チャイルドシートの助成要綱、これを延長しておりまして、令和５年までの助成期間とし

ております。本年度につきましては、上限２万円の３件分を予算計上したところでござい

ます。この目の説明は以上です。 

 次に、２款３項１目に参ります。９４ページ、お願いいたします。９４ページ、２款３

項１目戸籍住民登録費、予算額４０万円、前年対比ゼロでございます。この目につきまし

ては特に説明ございません。以上で２款終了させていただきます。 

 続いて、３款に参ります。９８ページお願いいたします。９８ページ、３款１項１目社

会福祉総務費、予算額８，３４４万５，０００円のうち住民課分としましては１，７２３

万円、前年比７３万１，０００円の減ということになってございます。１８節になります。

上から３つ目、士別地区防犯協会負担金２万４，０００円、その下です。士別地区暴力追

放運動推進協議会負担金２万円、ちょっと下がりまして防犯灯維持管理費補助金２１８万

５，０００円、これは８０％補助で自治区のほうに交付してございます。１つ飛びまして、

町防犯協会補助金５万円、その下の防犯灯設置費補助金２１万２，０００円、これにつき
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ましては自治区間の設置の要望に伴いまして８０％の補助ということにしております。こ

の５つが該当となります。次のページお願いいたします。同じ目の２７節繰出金になりま

す。国民健康保険特別会計繰出金１，４７２万８，０００円でございますが、内訳としま

して事務費７００万８，０００円、保険基盤安定軽減分３４５万１，０００円、保険基盤

安定の支援分１８７万６，０００円、財政安定化支援事業４９万円、出産育児一時金２８

万円、短期人間ドック補助金１００万円、単独事業が６２万３，０００円となってござい

ます。国保特別会計につきましては、特別会計のほうでまた説明したいというふうに考え

ております。この目については以上でございます。 

 続きまして、３款１項４目に参ります。１０４ページをお願いします。１０４ページ、

３款１項４目国民年金費、予算額１万５，０００円、前年対比５，０００円の増というこ

とで、この目については特に説明ございません。 

 その下の５目医療給付費、予算額８５３万８，０００円、前年比１６４万円の減となっ

てございます。この中につきましては、１９節になります。重度心身障害者医療費４０３

万２，０００円でありますけれども、これにつきましては昨年９月までの実績を基に予算

計上してございます。前年比１５１万２，０００円の減となっております。次のひとり親

家庭等医療費３０万円につきましては、入院費を含めた見込み額を予算計上してございま

す。前年比につきましては１６万円の減となっております。次の乳幼児等医療費３９２万

円につきましても、昨年１１月までの実績を基に予算計上してございます。前年比４万６，

０００円の増となっております。この目については以上です。 

 その下、６目後期高齢者医療費、予算額３，９８５万５，０００円、前年比４１４万円

の増でございます。１８節になりまして、療養給付費負担金２，７９４万９，０００円で

ありますけれども、前年比３７万１，０００円の増となってございます。後期高齢者の給

付見込み額の１２分の１を一般会計で負担するものでございまして、広域連合からの通知

された額を予算計上しているところであります。２７節、後期高齢者医療特別会計繰出金

１，１０９万６，０００円でありますが、前年比４６万９，０００円の増となってござい

ます。内訳につきましては、事務費２２万３，０００円、健診事業費２８万円、後期高齢

者医療広域連合事務費分が１７３万８，０００円、保険基盤安定分９６６万５，０００円

となっております。これにつきましても特別会計のほうでまた説明したいと存じます。以

上でこの目及び３款の説明を終わらさせていただきます。 

 続きまして、４款１項４目に参ります。１１４ページお願いいたします。１１４ページ、

４款１項４目診療所費、予算額１億２，６５１万７，０００円、このうち住民課分につき

ましては８５万２，０００円となってございます。この中につきましては、患者輸送車、

いわゆる住民バス、このバスの諸経費が入ってございます。１０節需用費及び１１節役務

費の中に入っているところでございます。この目は以上です。 

 次に、５目に入ります。１１６ページ、次のページお願いいたします。５目環境衛生費、

予算額７３８万９，０００円、前年比７５万７，０００円の減でございます。このページ



 - 20 - 

については特にございません。次のページをお願いいたします。１８節の２つ目、不良空

き建築物等撤去促進事業補助金２５０万円であります。これにつきましては、上限５０万

円の５件分を予算計上してございます。財源として、社会資本整備総合交付金としまして

５０万円の半分、２５０万円を見込むところでございます。この目は以上です。 

 続きまして、４款２項１目塵芥処理費でございます。予算額５億６２９万円、前年対比

４億１，１７１万９，０００円の増となってございます。まず、１節報酬、３節職員手当

につきましては、令和２年度から始まります会計年度任用職員制度の開始により前年まで

の賃金及び報償費に代わるものでございます。続きまして、１０節、一番下になります。

特別修繕料２２７万４，０００円でございます。これにつきましては、執行方針で述べた

とおりでございますけれども、焼却施設の焼却炉、これの混合室の耐火材の修繕１０１万

７５００円及びガス化室上部の耐火材の修繕、これが１２５万６，２００円となります。

この２点を予算計上しているところでございます。次のページをお願いします。次のペー

ジ、まず１２節と１４節になりますけれども、ここにつきましては平成３１年度、昨年、

前年度です、これから継続費の予算として議決していただいている部分になってきます。

なお、継続費につきましては、本予算書の１９９ページに継続費としまして調書を添付し

てございますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。令和元年度、前年度につきまし

ては、浸出水処理施設機械設備工事とその施工管理業務及び設置届出書の作成、また書類

整備業務、地質調査、埋立地造成工事の実施設計、浸出水処理施設建設の実施設計を行っ

たところでございます。令和２年度の実施としましては、ここに記載のとおり１４節工事

請負費のまず上から最終処分場浸出水処理施設機械設備工事２億６，８３９万８，０００

円、次の最終処分場埋立地造成工事８，７７５万３，０００円、３つ目の最終処分場浸出

水処理建築工事１億９４万３，０００円、この３点の工事費全体としまして４億５，７０

９万４，０００円とこれらに係る施工管理業務及び書類整備業務としまして１２節にあり

ます最終処分場設置届出等作成業務委託料１，３４６万４，０００円、この予算を組むも

ので、これらの予算総額としましては４億７，０５５万８，０００円として計上してござ

います。全て継続費として予算を組むものでございます。続きまして、１８節に入りまし

て、ゴミ集積所の設置費助成金１００万円でございます。これにつきましては、例年自治

区要望に伴いまして予算措置をしているところでございますが、今回につきましては２つ

の自治区から３か所の更新設置の要望があったところです。一方で、近年中古コンテナ類

の価格がかなり高騰してきているということで自治区の負担が増大してきているところで

もあります。自治区から負担軽減の要請を受けた経過がございまして、令和２年度からに

つきましては助成金の上限を現在の２１万円から３０万円に改正しまして、修繕について

も２分の１を助成するというものを設けるということでございます。この目につきまして

は以上でございます。 

 続きまして、２目し尿処理費、予算額１，２７９万２，０００円、前年対比６９４万５，

０００円の増でございます。これにつきましては６９４万５，０００円の増ですけれども、
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この要因としましては収集運搬に係る処理、し尿汚泥でありますけれども、これにつきま

しては北空知衛生センターでございましたが、このたび組合を脱退したということもあり

まして令和２年度からは士別のし尿処理施設に移行するところでございます。１２節のし

尿収集業務委託料１５２万５，０００円につきましては、１０１万６，０００円の増とな

っております。今までにつきましては、北空知衛生センター、政和以南の収集を持ち込ん

でございました。この際に発生する利用者からの手数料収入、これと運搬業者への支払い、

これにつきましては北空知衛生センターで直接行っていたということで、本町の一般会計

を通していないという手法を取っておりましたが、このたび士別市のし尿処理施設の移行

に伴いまして手数料収入、歳入とこのし尿収集業務共々収支ともに一般会計を通すことと

するものでございます。次、１８節、士別市下水道処理施設負担金９３１万８，０００円

についてでございますが、これも北空知衛生センター組合の負担金に代わるものでござい

ます。令和２年度からにつきましては、士別市、剣淵町、和寒町と幌加内町の広域処理に

よることから、前年の処理量で案分して予算化するものでございます。本町の負担割合は

５．１４％でございまして、１８７万６，０００円の積算となってございます。これに士

別のし尿処理施設、現在この整備を行っておりまして、この整備につきましては平成３０

年度から年次を重ねて整備を行っているところでございます。この整備に係る経費も按分

された割合とされまして、令和２年度の負担金、本町の負担金につきましては７４４万２，

０００円の積算でございます。なお、この施設整備に係る経費につきましては起債を充て

ることが可能となっておりますので、歳入におきまして別途予算を計上しているところで

ございます。この収集委託料及び整備のかかる経費につきましては按分ということで予算

として計上してございます。毎年度２月頃の年度末にその年の収集量にて精算を行うとい

うことでありますので、別途補正があるものというふうに考えてございます。この目及び

４款についての説明は以上です。 

 次に、８款４項１目に参ります。１４６ページをお願いいたします。８款４項１目住宅

管理費、予算額２，０８５万９，０００円、このうち住民課分が１，３３５万９，０００

円、前年対比４０７万１，０００円の増となってございます。前年対比の主な要因につき

ましては、昨年度も前年度も屋根塗装を実施しておりますが、前年度につきましては５月

の補正予算で行っておりますので、当初予算の比較としてはこのようになっているところ

でございます。１０節の特別修繕におきまして屋根塗装の経費を計上してございます。４

２５万４，０００円でございますけれども、屋根塗装としまして緑ヶ丘団地、アオサギ団

地、政和団地、これらの１０棟２０戸の屋根塗装として３３６万６，０００円を計上して

おります。このほかにわかば団地の雨水、これの排水対策としまして２か所になりますけ

れども、８８万８，０００円を計上しているところでございます。次のページお願いいた

します。次のページ行きまして、１目の住宅管理費については以上でございます。 

 続きまして、２目住宅建設費、予算額３，２６５万１，０００円、前年対比３，２６３

万７，０００円の増となってございます。１４節の工事請負費になりますけれども、全て
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老朽化となりました住宅等を解体するものでございます。まず、上から公営住宅旭団地解

体工事８１１万８，０００円ですが、３棟６戸を解体するものでございます。２段目、公

営住宅下幌加内団地解体工事３２７万８，０００円については１棟２戸を解体するもので

ございます。３つ目、公営住宅緑ヶ丘団地解体工事、７棟１４戸になります。これにつき

ましては、２，１２４万１，０００円となるものでございます。これらにかかる経費に対

しましては、社会資本整備総合交付金、国庫支出金になりますけれども、歳入１３款にな

ります。ここで２分の１を財源としまして歳入に予算を計上してございます。以上で８款

の説明といたします。 

 これにて住民課分の歳出全ての説明を終わらさせていただきます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書８２ページから質疑を受けます。８２ページ、８３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８４ページ、８５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８６ページ、８７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８８ページ、８９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、９４ページ、９５ページについて質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３款民生費、９８ページから質疑を受けます。９８ページ、９

９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １００ページ、１０１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、１０４ページ、１０５ページについて質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４款衛生費、１１４ページから質疑を受けます。１１４ページ、

１１５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１６ページ、１１７ページについて質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１８ページ、１１９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２０ページ、１２１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８款土木費、１４６ページから質疑を受けます。１４６ページ、

１４７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４８ページ、１４９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款、３款、４款、８款全般について質疑ありませんか。２款、

３款、４款、８款についてです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 以上で住民課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４７分 

再開 午前１０時４８分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから建設課所管、８款土木費、１１款災害復旧費を一括して審査を行います。 

 説明をお願いします。 

 建設課長。 

〇建設課長（宮田直樹君） それでは、建設課所管予算についてご説明を申し上げます。 

 歳出、１４２ページ、１４３ページをお開きください。８款１項１目土木総務費、本年

度予算額１２８万９，０００円、前年比１８２万８，０００円の減額であります。臨時職

員の１名の異動に伴いまして賃金等を皆減したことが減額の主な要因となっております。 

 ２項１目道路橋梁維持費、本年度予算額２億３，５００万５，０００円、前年比６，５

４０万９，０００円の減であります。減額の主な要因としましては、昨年タイヤドーザー

及びグレーダー各１台として７，２００万円の予算計上があったことによる減額となって

おります。１節報酬２，７８２万９，０００円から３節職員手当９０万６，０００円につ

きましては、地公法の改正に伴いまして本年４月からこれまでの臨時職員が会計年度任用

職員に移行されまして、今までの賃金が報酬へ、報償費が期末手当に変更されたものであ

ります。報酬の単価、時間外勤務手当の割増し率のアップ並びに期末手当の２回支給など

で前年比報酬で２８３万４，０００円、手当で４４万１，０００円の増額となっておりま

す。１０節需用費、次のページ、１４４、１４５ページをお願いいたします。需用費最終
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行の特別修繕料１２８万３，０００円につきましては、町道雨煙内線道路側溝の修理とし

ましてＶトラフの一部交換工事及びトラフのアンカー止め設置に係る必要経費を計上して

おります。１２節委託料、４行目、町道除雪業務委託料としまして１億４，３６２万１，

０００円、前年比６８７万９，０００円の減額となっております。減額の理由につきまし

ては、業者委託における当初予算の積算でございますけれども、過去３か年の実績の平均

値を基礎として算出しております。令和元年度予算につきましては平成２７年度から平成

２９年度の平均を、本年度につきましては平成２８年度から平成３０年度の実績平均を用

いて算出しておりますが、平成２７年度の最高積雪が２メーター４０センチに対しまして、

新しく算出根拠となります平成３０年度の積雪が１メーター９５と少なく、稼働が減った

実績を使用することによりまして設計金額が下がったことによる減額となりましたので、

ご理解をいただきたいと思います。１３節使用料及び賃借料の最終行、簡易無線局電波使

用料６，０００円につきましては、この後の１７節備品購入費でも説明させていただきま

すけれども、簡易無線機購入に係る電波使用料となっております。１４節工事請負費、ス

ノーポール移設工事２３５万２，０００円につきましては、下幌加内東８線ほか現在冬期

間除雪を実施していない路線から上幌加内北８号迂回路線へのスノーポール１４基を移設

し、除雪作業及び通過車両の安全性を確保するものであります。除雪センター屋根塗装工

事１，０１９万７，０００円につきましては、車庫３棟分の屋根の塗装及び第１倉庫の除

雪用屋外タラップ設置並びに第２倉庫の構造強化としまして鉄筋補強を実施するものであ

ります。なお、除雪センターとしましては、使用以来平成１９年度に板金工を実施したの

みで、その他屋根塗装等一度も実施していない経過にあります。１７節備品購入費、機械

器具９３万４，０００円につきましては、先ほども説明しましたが、現在除雪作業で車両

機械に設置しております無線機が老朽化により使用できない状況にあるため、簡易無線機

としまして機械及びスピーカーマイク機器など１３基を購入するものであります。除雪セ

ンター備品購入６万８，０００円につきましては、機械整備用の電動ドライバーを更新す

るものであります。 

 続きまして、２項２目道路新設改良費、本年度予算額２億１，２１１万円、前年比２億

１，１３９万円の増額であります。前年度の当初予算につきましては、骨格予算としまし

て提案させていただいておりまして、事業系の予算を未計上としていたため、大幅な増額

となっております。１１節役務費１，０００円つきましては、町道下幌加内線改良工事に

伴う土地購入契約書の収入印紙代となっております。次のページをお願いいたします。１

２節委託料、橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託８６１万９，０００円につきましては、

橋梁長寿命化計画に基づきまして５年ごとに義務づけられております橋梁の法定点検が平

成２８年度から平成３０年度におきまして第１巡目が終了しまして、その結果、現橋梁長

寿命化計画の見直しが必要となり、新たな計画策定の業務委託に係る所要の経費を計上し

ているところであります。同じく委託料、橋梁補修設計業務委託料１，２１７万４，００

０円につきましては、３橋分の橋梁補修設計１，１７７万４，０００円と橋梁の廃棄物処
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理試験方法の変更に伴う調査試験費として４０万円の内訳となっております。１４節工事

請負費、橋梁補修工事４，０６５万６，０００円につきましては、３橋分の補修工事に係

る所要経費となっております。同じく工事請負費、２行目、下幌加内線道路工事につきま

しては、路盤工、舗装工ともに延長５１７メートルの工事に係る経費を計上しております。

３行目、町道側溝改修工事７７２万２，０００円につきましては、町道西７条線の側溝改

修工事に係る所要経費を計上しております。１６節公有財産購入費、土地購入費３０万円、

１７節補償、補填及び賠償金、補償費４５０万円につきましては、いずれも下幌加内線道

路改良工事に係る土地購入費並びに支障物件の移転補償費となっております。なお、橋梁

の長寿命化関係事業及び下幌加内線道路工事につきましては、社会資本整備総合交付金を

財源として見込み、歳入のほうで予算計上しております。 

 ３項１目河川改修費、本年度予算額５６１万７，０００円、前年比６万６，０００円の

増額でありますが、この目については特に説明はありません。 

 ４項１目住宅管理費、本年度予算額２，０８５万９，０００円のうち建設課所要分につ

いてご説明させていただきます。次のページお願いいたします。１８節負担金、補助及び

交付金、３行目、住宅リフォーム補助金３００万円につきましては、補助の上限額を３０

万円としまして１０件分の予算を計上しております。同じく４行目、持家建設促進奨励金

４５０万円につきましては、課税標準額の１００分の１５以内を上限に北方型住宅分とし

まして２５０万円、プラス加算額としまして２００万円分を計上しているところでござい

ます。 

 ５項１目簡易水道費、本年度予算額４，４４９万９，０００円、前年比１，２００万９，

０００円の減額であります。２７節、簡易水道事業特別会計繰出金で同額となっておりま

す。詳細につきましては、簡易水道事業特別会計の際にご説明させていただきます。 

 ２目飲料水対策費、本年度予算額９０万円、前年比１１２万円の減額であります。１８

節負担金、補助及び交付金、飲料水施設改修補助金の通常分として同額としております。 

 ６項１目下水道費、本年度予算額３，８０４万８，０００円、前年比３９６万円の減額

であります。２７節、下水道事業特別会計繰出金で同額となっておりまして、下水道事業

特別会計の際に詳細をご説明させていただきます。以上で８款の説明を終わります。 

 続きまして、１１款災害復旧費の１７８、１７９ページでございますけれども、災害発

生時のために科目存置で前年同額の４，０００円としておりますので、特に説明として申

し上げることはございません。 

 以上で建設課所管分の説明を終わらせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１４２ページから質疑

を受けます。１４２ページ、１４３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４４ページ、１４５ページについて質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４６ページ、１４７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４８ページ、１４９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５０ページ、１５１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１款です。１１款災害復旧費、１７８ページから質疑を受け

ます。１７８ページ、１７９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８款、１１款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで８款、１１款に関する質疑を終わります。 

 以上で建設課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１５分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費の審査

を一括して審査を行いますが、６款農林水産業費については農業委員会所管の予算も含ま

れていることから、農業委員会所管予算も併せて審査を行いたいと思います。 

 それでは、説明をお願いします。 

 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） それでは、予算書８６ページ、８７ページをお願いいたしま

す。２款１項８目町有林造成費、本年度１，７８０万円、対前年比１，５９３万３，００

０円の増でございます。この中では、１２節委託料ですが、森林整備事業委託料５２３万

４，０００円のうち政和８線白樺一斉林の間伐１３．８３ヘクタール、４４５万９５００

円、それから昨年度実施いたしました政和６線及び旧高校跡地についての下刈り及び野ネ

ズミ対策として７７万４，４００円を計上しているところでございます。その下、森林経

営管理制度森林所有者意向調査委託料２５万３，０００円ですが、森林所有者調査年とな

り、９５名が対象となっているものでございます。１４節工事請負費、政和８線奥林道改

良工事で同額で５４８万９，０００円ですが、路網整備として約４００メートルに係るも

のでございます。１８節負担金、補助及び交付金で道営林業生産基盤整備道開設事業負担

金６２５万円でございますけれども、事業採択となった長留内幌加内線に係る令和２年度



 - 27 - 

路線測量８００メーター分の予算を計上しているところでございます。 

 次に、９０ページ、９１ページをお願いいたします。１３目地方創生事業費でございま

すが、産業課所管につきましては地域おこし協力隊分として１名、振興公社既存職員分、

それから募集をしております観光協会１名分、振興公社のルオントに係る部分で１名分と

いうことで、報酬等１，１７３万６，０００円をこの中で計上しておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 続きまして、１２２ページ、１２３ページをお願いいたします。５款１項１目労働費、

本年度１８万６，０００円、対前年比１万５，０００円の増でございますが、この目につ

いては特に申し上げることはございません。 

 次のページをお願いいたします。１２４ページ、１２５ページです。６款１項１目農業

委員会費については、後ほど農業委員会より説明いたします。 

 ２目農業総務費、本年度１２６万２，０００円、対前年比８万８，０００円の増でござ

います。例年どおりの事業に係る予算を計上しておりますので、特に申し上げることはご

ざいません。 

 次のページをお願いいたします。３目農業振興費、本年度２億７，３７８万９，０００

円、対前年比４，２０４万５，０００円の増でございます。ここでは、１８節負担金、補

助及び交付金中、下から４段目、環境保全型農業直接支払補助金８，０６２万円について

でございますが、カバークロップに取り組む単価が８，０００円から６，０００円と下が

ったことが主な要因となり、対前年比２，８２１万９，０００円の減となっております。

その下、多面的機能支払補助金について新たな対策期間に入りまして共同取組部分などの

単価が下がったため、対前年比５８１万７，０００円の減となっております。その下の色

彩選別機増設事業補助金７，６１１万１，０００円ですが、そばの牙城に導入されるもの

で、モノクロの機種からカラーの選別機１台に更新いたしまして、より高品質な玄ソバが

出荷できるよう、強い農業づくり国庫補助事業を活用して導入する関係予算でございます。

総事業費につきましては、１億４，５２１万１，０００円となってございます。そのほか

特に申し上げることはございません。 

 ４目についても後ほど農業委員会より説明いたします。 

 ５目地力維持増進施設運営費、本年度６３３万３，０００円、対前年比３６５万７，０

００円の減でございます。１０節需用費中、修繕料１１５万１，０００円については、ダ

ンプ、ショベルの車検、それから事務所兼車庫の屋根塗装で２６万９，０００円で実施す

ることで計上しております。次のページにかけてですけれども、バーク堆肥原材料につき

ましては業者より定期的な購入でなければ供給できないというお話がありました。また、

脱水汚泥利用の堆肥化については引き続き冬期間も含め試験研究をしていくこととしてお

ります。ですので、当初予算には原材料費など計上をしておらず、試験研究のための原材

料の量、また調達のめどがつきましたら補正予算計上として対応したいと考えております

ので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
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 続きまして、６目農業技術センター費、本年度１，４６９万６，０００円、対前年比１

４１万円の減でございます。この目では、令和元年度と同様に試験研究を行う予算を計上

しております。農業技術センター等在り方検討委員会では従来の試験を行いながら、令和

３年度に向けて試験研究内容を生産者、ＪＡ、土地改良区と事前に協議し、生産者のため

になる内容を実施する仕組みを考えていくこととしているところでございます。予算の中

での説明は、１０節需用費中、修繕料３９万６，０００円ですが、現在置いてある土壌分

析機器のメンテナンス費用でございます。それから、１７節備品購入費３４万８，０００

円ですが、ウィンドウズセブンのサポート期間が切れましたパソコン２台購入に係る予算

を計上しております。そのほか特に申し上げることはございません。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。７目につきましては、農業委員会より後

ほど説明いたします。 

 ８目経営所得安定対策費、本年度３３０万１，０００円、対前年比１０７万６，０００

円の増でございます。ここでは、１８節負担金、補助及び交付金で経営所得安定対策等推

進事業費について、地域農業再生協議会への事務費増額要求のため１００万円を増額して

いるところでございます。そのほか特に申し上げることはございません。 

 ９目畜産費、本年度５１万２，０００円、対前年比８万３，０００円の増でございます。

受精卵移植事業運営協議会負担金について北空知牛受精卵移植事業運営協議会において、

優良血統の黒毛和牛繁殖用子牛１頭を共同購入し、高品質な和牛生産の普及を目指すこと

として、本町負担金５万円を増額しているところでございます。そのほか特に申し上げる

ことはございませんので、次のページをお願いいたします。 

 １０目農業金融対策費、本年度４１万９，０００円、対前年比６万３，０００円の減で

ございます。１８節負担金、補助及び交付金で３５万１，０００円ですが、利子補給２０

件、新規４件、償還完了７件として予算計上しているところでございます。 

 次に、１１目農業活性化センター運営費、本年度１，１２５万４，０００円、対前年比

２６０万６，０００円の増でございます。ここでは、１０節需用費中、修繕料７４万１，

０００円ですが、多目的ホールの前面収納スペースの扉修理、それからトイレの目地修理

を実施いたします。１４節工事請負費につきましては、多目的ホールの照明をＬＥＤ化す

るために２５８万５，０００円を計上しているところでございます。 

 次に、１２目土地改良施設維持管理費、本年度予算額７６９万９，０００円、対前年比

４０万８，０００円の減でございます。農業用水利施設の雨煙内ダムの管理業務関係予算

ですので、特に申し上げることはございません。 

 次のページをお願いいたします。１３目土地改良事業費、本年度７，０８５万７，００

０円、対前年比６，０５２万８，０００円の増でございます。ここでは、前年度骨格予算

で計上しておりましたが、各事業負担金等を本年度は当初から予算計上をしたところでご

ざいます。そのほか特に申し上げることはございません。 

 ２項１目林業費、本年度８２万８，０００円、対前年比７１万７，０００円の減でござ
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います。例年どおり鳥獣害対策に関する予算などを計上したところでございます。１８節

負担金、補助及び交付金の中に北海道林業木材産業人材育成支援協議会負担金３万円がご

ざいますが、４月開校の北の森づくり専門学院において森づくりを担う人材育成を行うた

め、本町負担分として計上しているところでございます。そのほかは特にございません。 

 ３項１目水産業振興費、本年度３７１万４，０００円、対前年比３万円の増でございま

す。次のページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金で水産業振興奨励補

助金２７４万円でございますが、令和２年度から期間を５年間延長し、同様の予算を計上

しているところでございます。そのほか特にございませんので、次のページをお願いいた

します。 

 ７款１項１目商工振興費、本年度４，１９７万８，０００円、対前年比５８６万４，０

００円の増でございます。ここでは、１０節需用費中、修繕料５６万３，０００円ですが、

交流プラザトイレウォシュレット化を２基分行う予算を計上してございます。それから、

特別修繕料で１２７万６，０００円ですが、交流プラザの事務所、ホール、待合室、飲食

店、ポーチをＬＥＤ化するための予算を計上したところでございます。１７節備品購入費

の機械器具費１０万円ですが、交流プラザ深名線資料展示室内の映像箇所２か所故障のた

め、モニター再生用機器を購入するものでございます。その他特にございません。 

 ２目観光費１億１，７８４万７，０００円、対前年比１２６万７，０００円の増でござ

います。ここでは、１０節需用費中、修繕料１１７万２，０００円でありますけれども、

百年記念公園のパークゴルフ場奥に設置しているトイレ、これが夜間分かりにくいという

ことで照明センサーを設置するのに１１万円、それからレークハウス舗装部分を昨年漏水

が起きまして、その箇所を特定するために掘り起こした後臨時的に砂利で整地をしていま

す。その部分をアスファルトで修繕するために４７万５，２００円の予算を計上している

ところでございます。それから、特別修繕料として１７２万６，０００円ですが、道の駅

トイレのウォッシュレット化４基、７２万６，０００円、そのほか三頭山登山道の修繕で

１００万円を見ているところでございます。次のページをお願いいたします。１３節使用

料及び賃借料で車借り上げ料で９９万６，０００円ですが、地域おこし協力隊用の車両、

三菱デリカを地域振興室から観光協会用車両として移管したものでございます。それから、

１４節工事請負費、朱鞠内湖畔ロッジわかさぎ亭屋根改修工事として８８２万２，０００

円、昭和５９年築でございまして、屋根が少し傷んでいる、それから平成２６年に塗装し

ておりますが、年数経過ということで塗装工事も併せて行います。続いて、１７節備品購

入費の関係で観光一般備品購入費４万６，０００円ですが、物販等に行った際のＰＲ用の

横断幕を１枚購入するものでございます。１８節負担金、補助及び交付金中、観光協会な

どは例年どおりの事業を実施することに対しての補助を行います。中ほどから少し下、ほ

ろかない振興公社運営補助金３，９４２万３，０００円ですが、浴槽の化粧鏡全て取替え

をするための４０万４，０６３円、休憩室そば手打ちコーナーへエアコンを各１台設置す

るために８６万９，７３７円、休憩室クロス、畳交換に９万２，５９８円が含まれてござ
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います。リニューアル工事対象外となったものを予算計上しているところでございます。

そのほか特に申し上げることはございません。 

 ３目まどか運営費、本年度２，１５９万３，０００円、対前年比１９万３，０００円の

増でございます。１０節需用費中、修繕料４９万３，０００円ですが、主なものとして調

理室天井がひび割れ等を起こしているため、それを修繕するために計上したところでござ

います。 

 そのほか特に申し上げることはございませんので、以上で産業課所管の歳出予算の説明

を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 続いて、農業委員会所管予算の説明をお願いします。 

 農業委員会事務局長。 

〇農業委員会事務局長（清原吉典君） １２４、１２５ページまでお戻りください。６款

１項１目です。１２４、１２５ページです。６款１項１目農業委員会費、本年度７３８万

７，０００円、前年対比３万９，０００円の減、１節報酬、委員報酬でございますけれど

も、５２８万６，０００円ですが、会長１名、会長代理１名、委員１０名、合計１２名の

予算ですけれども、農業委員会につきましては本年７月１９日をもちまして３年間の任期

満了を迎えます。農業委員につきましては、現在３月末まで募集をしておりますが、委員

に変更が生じた場合は委員報酬に不足が生じますので、不足があった場合には補正により

対応させていただきますので、ご理解いただきたいと思います。この目については以上で

す。 

 次のページ、１２６、１２７ページお願いいたします。６款１項４目農地保有合理化事

業費、本年度２万１，０００円、前年対比１，０００円の減でございます。この目につい

ては、例年どおりでございますので、特に説明はありません。 

 １ページ飛びまして、１３０ページ、１３１ページで６款１項７目農業担い手対策費、

本年度４７万７，０００円、前年対比１万３，０００円の減でございます。この目につき

ましても例年どおりでございますので、特に説明はございません。 

 以上で農業委員会に関する予算説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書８６ページから質疑を

受けます。２款総務費、８６ページ、８７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、９０ページ、９１ページです。９０ペー

ジ、９１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５款労働費、１２２ページから質疑を受けます。１２２ページ、
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１２３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６款農林水産業費、１２４ページから質疑を受けます。１２４

ページ、１２５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２６ページ、１２７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２８ページ、１２９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３０ページ、１３１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３２ページ、１３３ページについて質疑ありませんか。 

 ２番、市村委員。 

〇２番（市村裕一君） 農業活性化センター運営費ということで聞きたいのですけれども、

活性化センターのＬＥＤ化の工事をしますよということで予算がのっているのですけれど

も、この中に修繕費ということで、７４万円ということでさっき課長が説明していたこの

修繕費というのはどの辺のことを修繕しようとして今考えているのか、もう一度説明よろ

しくお願いします。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） 場所につきましては、葬儀等を行っています多目的ホール、

その祭壇側といいますか、前面が扉なのですけれども、あの開閉がちょっと落ちたりして

スムーズにできなくなっているものですから、その関係を修繕いたします。それから、ト

イレの目地部分が少し崩れているような部分がございますので、そこもちょっときれいに

修繕をさせていただきたいということで予算を計上したところでございます。よろしいで

しょうか。 

〇委員長（中村雅義君） ２番、市村委員。 

〇２番（市村裕一君） 今はアグリで葬儀をやっているわけなのですけれども、今各自な

かなかお寺で葬儀ができないと。それはなぜかというと、段差があってなかなかお参りに

来れないというのが現実、どこのお寺もそういう苦情が出てきているということで、あそ

こはやっぱり幌加内の最大の葬儀場になるのではないかなというふうに思っております。

そうした中で、私もあそこで葬儀の手伝いを何回かやっております。そして、あそこにお

寺さんの控室を仮に作っているのですけれども、葬儀によっては１人、２人、３人とお寺

さんも増えてくるということで、その辺の整備を考えているのか、考えていないのか。そ

れと、もう一点がホールで会計処理しているのですけれども、全てオープンでやっていま

す。それで、葬儀によっては何百万円ものお金があそこで経理をされているというような

ことで、あの辺の整備のことを考えてもらえないのかなという気がしておりますので、そ
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の辺の答えよろしくお願いします。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） 今ご質問あった２点についてですが、当初予算では見ていな

いのですけれども、僧侶の方はパーティションで仕切った中で、１名ですとまだいいので

すけれども、２名、３名となると確かに手狭だなというふうには感じております。どうい

うふうに広げていくのか、あの場所でいいのか、それはちょっと検討していきたいと思い

ます。また、会計についても本当に入り口から入って正面で、多くの場所で何百万円とい

うお金を扱っているということも承知しておりますので、その部分については、少し密閉

されたといいますか、そういうスペースが作れるかどうか、それについても検討していき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） １３２ページ、１３３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３４ページ、１３５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ７款商工費、１３８ページから質疑を受けます。１３８ページ、

１３９ページについて質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） せっかくの機会ですので、ちょっとお伺いしたいのですけれども、

交流プラザに入っているそば屋さんの関係なのですけれども。旭川に２店舗出したとか、

１店舗が閉鎖されたとか、それと粉を買うのも現金で買ったりといろいろな噂を聞くので

すけれども、産業課にはそういう話は入っているのか、入っていないのかお聞かせ願いた

いと思います。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） お答えいたします。 

 商工会のほうにお邪魔した際に局長及び指導員の方から、雪月花についてですけれども、

経営についてはどうでしょうかというようなお話もさせていただいております。その中で

今、中南委員からご質問があった内容等については、役場のほうでも把握はしております

し、心配している状況ですので、これからも動向を商工会と連携しながら見ていきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） １３８ページ、１３９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４０ページ、１４１ページについて質疑ありませんか。１４

０ページです。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款、５款、６款、７款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終わります。 

 これで産業課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時４２分 

再開 午後 １時２５分 

 

〇委員長（中村雅義君） 時間は若干早いのですが、皆さんおそろいなので、休憩を閉じ

て審査を続けます。 

 これより３款民生費、４款衛生費の審査を一括して行いますが、４款衛生費については

診療所所管予算も含まれていることから、診療所予算も併せて審査したいと思います。 

 それでは、説明をお願いします。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（竹谷浩昌君） ３款民生費、９８ページをお開きください。３款１項１

目社会福祉総務費、この予算には住民課関係の予算も含まれておりますので、保健福祉課

関係分についてご説明いたします。保健福祉課分の本年度予算額６，６２１万５，０００

円、前年比１８７万７，０００円の増であります。１節報酬から１１節の役務費まで、特

に説明はございません。１２節委託料の２段目になりますけれども、福祉除雪業務委託料

５７４万８，０００円でありますけれども、４２世帯分を本年度予算計上したところであ

ります。次に、１８節負担金、補助及び交付金の上から８段目、外国人介護福祉人材育成

支援協議会負担金５３０万円でありますが、協議会の年会費３０万円、それから学生に対

する奨学金２５０万円の２名分の予算を計上しております。その下、６段目の介護人材確

保支援事業補助金７２１万２，０００円でありますが、現在の入職者６名に新規でシング

ル１名分、それから高校生１名分を見込んで予算を計上しております。この目については

以上であります。 

 次のページをお開きください。次に、２目老人福祉費、本年度予算額９，６１５万１，

０００円、前年比３２２万６，０００円の増であります。１節報酬の２段目、会計年度職

員報酬２万円でありますが、これにつきましては４月から施行されます会計年度任用職員

制度への移行に伴いましてこれまでの臨時職員の賃金が報酬扱いとなるため、新たに予算

計上したものであります。以下、各科目におきましても同様となりますので、よろしくお

願いいたします。１４節工事請負費、朱鞠内老人福祉寮機械設備改修工事５１７万円であ

りますけれども、これにつきましては既存のボイラー、それから暖房機器等の改修工事で

ありまして、パネルヒーターからＦＦストーブに変更するなど既存の暖房機一式を改修す

る工事となっております。次のページをお願いいたします。次のページの２目については

特に説明はございません。 

 次に、３目障害者福祉費、本年度予算額５，１１４万円、前年比２６万７，０００円の
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増であります。７節報償費、障害者福祉手当５５万円、これにつきましては５５名分を予

算計上したところであります。 

 次のページをお開きください。３目の説明は以上になりまして、次に下の７目保健福祉

センター管理費、本年度予算額３，３０８万７，０００円、前年比２７万７，０００円の

減であります。１０節需用費の一番下段、修繕料１０８万円でありますが、これについて

は居室のクロス張り替え３室分４７万円が主になりまして、その他につきましては機械設

備一般修繕となっております。次のページをお願いいたします。上の段の特別修繕料６２

万７，０００円でありますが、アルク居住の入り口の自動ドア、これが平成８年建設当時

から２３年経過し、開閉の動作が悪くなっておりまして、支障を来しているため、本年度

修理をするものであります。この目については以上であります。 

 次に、２項１目児童福祉総務費、本年度予算額１，６３６万６，０００円、前年比３１

０万９，０００円の増であります。このページの説明は特にございませんので、次のペー

ジをお願いいたします。１８節の２段目、保育人材確保支援事業補助金３８８万円であり

ますが、既存の保育士、正規職員７名、非正規職員３名、それから新規の正規職員１名、

非正規職員１名分を見込んで本年度予算計上したところであります。次の副食費無料化事

業補助金１０２万６，０００円でありますが、これについては昨年１０月から国が実施し

た保育料の無償化によりまして３歳児以上の副食費については保護者負担となりましたけ

れども、本町におきましては従来から取り組んでおります保育料の無料化事業と同様に、

副食費についても無料とし、その副食費分を保育運営事業所に対して補助するものであり

ます。本年度は、１９名分を予算計上しております。 

 次に、２目児童扶助費、本年度予算額６，０３４万４，０００円、前年比３４８万４，

０００円の増であります。１９節扶助費、保育所運営費で４，７６５万２，０００円であ

りますけれども、本年度３０名分を見込み予算計上しておりまして、国の公定価格等の改

定等によりまして増加したところであります。 

 次に、３項１目災害復旧救助費については、科目存置でありますので、特に説明はござ

いません。 

 これで３款の説明を終わります。 

 次に、４款の説明をいたしますので、次のページをお願いいたします。４款１項１目保

健衛生総務費、本年度予算額３７２万８，０００円、前年比５１万８，０００円の増であ

ります。１８節負担金、補助及び交付金の下から３段目になりますが、不妊治療費助成金

８５万円でありますけれども、不妊に悩むご夫婦が負担する人工授精等一般不妊治療と体

外受精及び顕微授精などの特定不妊治療の治療費の一部を助成するもので、一般不妊は１

年間に５万円を限度に助成、それから特定不妊は１回の治療につき１５万円まで助成する

ことで、それぞれ２名分を見込み予算計上したところです。次の不育治療費助成金１０万

円でありますが、これについては不育に悩むご夫婦の治療に要する経費を負担することと

し、上限１０万円の１回分を見込み予算を計上しております。この目の説明は以上であり
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ます。 

 次に、２目予防費、本年度予算額５９５万円、前年比４４万５，０００円の増でありま

す。次のページをお願いいたします。１８節負担金、補助及び交付金の上から３段目、イ

ンフルエンザ予防接種助成金２５８万４，０００円でありますが、これについては延べで

７６０人分を予算計上したところであります。その他例年どおりの予防事業でありますの

で、特に説明はございません。 

 次に、３目健康推進費、本年度予算額３００万２，０００円、前年比８３万６，０００

円の減であります。１８節の負担金、補助及び交付金、人間ドック受診助成金で６０万円

でありますけれども、３５歳以上の方３０名分を予算計上したところです。その他特に説

明はございません。 

 次のページをお願いいたします。４目診療所費のうち、ここにつきましても住民課関係

分が入っておりますので、診療所関係予算についてご説明いたします。診療所関係予算、

本年度予算額１億２，５６６万５，０００円、前年比９０万９，０００円の減となってお

ります。１０節需用費の下から２段目、修繕料のうち診療所関係予算は１３８万８，００

０円となっておりまして、各診療所の一般修繕のほか、朱鞠内診療所の診察室など各部屋

のカーテン、これが劣化していることから本年度更新することとし、３３万円を予算計上

しております。次に、１２節委託料の上から８段目になります。管理業務委託料のうち歯

科診療所の委託料、これについてですけれども、診療報酬分として９９０万円を予算計上

しております。前年比１１０万円の減となっているところであります。このページの説明

は以上となります。次のページお願いいたします。１３節使用料及び賃借料の下から３段

目、借家料１００万８，０００円でありますが、これにつきましては研修医の住宅用とし

て１戸、それから大山医師が幌加内診療所勤務の際に使用する住宅として１戸を借り上げ

ている民間住宅２戸分の借家料であります。次に、備品購入費、幌加内診療所備品購入費

で１９１万６，０００円でありますが、幌加内診療所の心電図モニター、これが病院から

の引き継ぎの備品を使っておりまして、１５年経過し、今年度更新ということで１２１万

円、それからコンピューター、ウィンドウズセブンのサポート終了に伴いましてパソコン

の更新ということで、診察室の３台、それから処置室１台、医局１台の計５台分、７０万

６，０００円の予算を計上したところであります。その他特に説明はございません。 

 以上で診療所費の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書９８ページから質疑を受けます。３款民生費、９８ページ、９９ページについて質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １００ページ、１０１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０２ページ、１０３ページについて質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０４ページ、１０５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０６ページ、１０７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０８ページ、１０９ページについて質疑ありませんか。 

 ２番、市村委員。 

〇２番（市村裕一君） ちょっと分からないので、聞きたいのですけれども、保育園の運

営ということで、町長は１期目から最初に公約として保育園の無料化ということで、とに

かくほかの町村にないことをやってきたわけなのですけれども、その流れの中でもう一点

がひとり親施策というようなことで受け入れをして、保育園との連携をしながら子供を預

かって、幌加内で面倒を見るということで、この実績が大きく評価されるものと思うので

すけれども、今現実幌加内の子供がだんだん減ってきて、保育園の運営がなかなかきつい

ということで、ここにもいろんな問題で補助事業を出しているのですけれども、保育園も

やっぱりそういった努力はしないといけないのですけれども、現実例えば今年に関しては

１１名が卒園して、２、３名しか入ってこないというような状況が続いているわけで、こ

れだけの職員をきちっと確保して保育園を運営するということはかなりきついものがある

のかなというような気もするのです。そして、今年新卒で地元の保育士さんが入ってくれ

るということで、これは幌加内にとってはやっぱり最高のことかなと。こういう地元の子

が幌加内の保育園に入って一生懸命になってその繁栄をやってくれるということで、すご

くいいことなのですけれども、ただ課長に聞きたいのは、今現状保育園が将来に向かって

このままでいいのか、どうなのか、その辺を聞きたいことと、もう一点がひとり親施策で、

いつ何人入ってくるかは確定できないのですけれども、やっぱり保育園はきちっと維持し

ないといけないので、保育園の経営を鑑みながら、この先今の時点で予算組みの中でどう

思っているのか聞かせてください。 

〇委員長（中村雅義君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（竹谷浩昌君） お答えいたします。 

 今年度３月で１１名卒園されるというのは、私ももちろん認識しております。予算のほ

うに先ほど３０名ということで、一応我々のほうでいろいろ、実際に申し込みはこれから

なりますけれども、今まで預けていない方とか生まれる方とかを予測しまして３０名を令

和２年度で見込んでおります。今後についても今の段階ではある程度の水準で、ただ預け

るかどうかというのが分かりませんけれども、一応定員の３０名をキープできるような形

は考えておりますが、もしそれが今市村委員言われるように、だんだん経営が厳しいとい

うことは人数が減るということになりますので、その辺はまた状況を見ながら、今まであ

る施策以外に何かできるか、町長ともいろいろと協議しながら対応はしていかなければい

けないと思います。先ほどシングルの、ひとり親家庭のこともございますけれども、やは
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り今いらっしゃる方も保育園のほうで預かっていただけなければ仕事には就けないという

ことで、いろいろ保育人材のほうの絡みになりますけれども、そういう面では特に小さい

未満児の方を預けるのが多いかと思います。そういう子供たちを預けるとなれば、やっぱ

りそれなりの保育士の先生方の人数も必要だろうというふうに考えておりますので、状況

を見ながらいろいろ施策を考えて、子供たちを安心して預けて仕事をしていただいて、幌

加内に住んでいただくというふうに今後も進めていきたいと考えております。 

〇委員長（中村雅義君） ほかに１０８ページ、１０９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４款衛生費、１１０ページから質疑を受けます。１１０ページ、

１１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１２ページ、１１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１４ページ、１１５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１６ページ、１１７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３款、４款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで３款、４款に関する質疑を終わります。 

 以上で保健福祉課、診療所所管の質疑を終了します。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４５分 

再開 午後 １時５４分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 １０款教育費の説明をお願いします。 

 教育次長。 

〇教育次長（内山 渉君） １０款教育費の予算概要についてご説明させていただきます。 

 １０款１項１目教育委員会費、本年度１９０万円、前年比較２，０００円の増でござい

ます。この目については、教育委員報酬に関する予算を計上しております。この目につい

ては以上です。 

 次に、２目事務局費、本年度１６１万８，０００円、前年比較１０万４，０００円の減

であります。１７節備品購入費、庁舎備品購入費３５万円ですが、教育長用のデスク及び

椅子が経年劣化によって不備が発生しているため更新するとして予算計上しております。
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この目については以上です。 

 次に、３目教育振興費、本年度１，３５８万２，０００円、前年比較３９万円の増であ

ります。次のページをお開きください。１２節委託料、英語指導助手派遣事業委託料５２

０万１，０００円ですが、週５日町立各学校へ派遣する費用を計上しております。次に、

１８節負担金、補助及び交付金、下から４段目の高等学校生徒下宿等補助２４０万円です

が、２０名分の予算を計上しております。この制度につきましては、平成２８年度から令

和２年度までの５年間の時限立法でございます。１９節扶助費、就学援助費ですが、継続

１１名、新規３名分を見込んで、学用品費では前年対比２３万４，０００円の増、給食費

では１６万１，０００円の増を予算計上しております。この目については以上です。 

 次に、４目学校営繕費、１０節需用費、特別修繕料の内訳ですが、幌加内小学校の小荷

物専用昇降機の制御盤の耐用年数切れに伴う改修費２６４万７，０００円、幌加内中学校

にて電気保安点検により交換を求められました橋梁高圧気中開閉器の交換分１２１万円、

同じく高圧ケーブルの交換分１６５万円の３件を予算計上しております。この目について

は以上です。 

 次に、２項１目学校管理費、本年度５，１１７万２，０００円、前年比較１，６９５万

２，０００円の増であります。１節、会計年度職員報酬及び３節職員手当、会計年度職員

期末手当については、従来の臨時職員などが会計年度任用職員へ移行となるため、その関

係費用について整理し、予算計上しているものであります。これから他の目においても計

上がありますが、同様の理由ですので、説明は割愛させていただきます。次のページお願

いします。１２節委託料、下から６段目の添牛内地区通学児童送迎業務委託料４４０万円

ですが、昨年から添牛内地区の児童送迎は直営方式とさせていただいていましたが、現在

業務されている職員の退職により業務内容を再検討させていただき、民間タクシー事業者

へ委託する方式へ変更しますので、必要経費を計上しております。次に、一番下になりま

す。サーバー保守業務委託料１８６万７，０００円については、令和元年度に行いました

小学校分の学校ＩＣＴ機器購入に伴い、サーバーの保守業務が新規に発生したため予算計

上するものでございます。次に、１４節工事請負費、朱鞠内小学校給水設備改修工事１，

１４２万９，０００円ですが、朱鞠内小学校は昭和５６年建設以来４０年近く経過し、水

道管の腐食によって水道の安全性が懸念される状態となったため、水道管の交換など必要

な改修を行うものでございます。次に、幌加内小学校雨水処理工事７４万５，０００円で

すが、幌加内小学校グラウンドの南側について特に水はけの悪い場所があり、コケが繁殖

し、滑りやすい状態になることがあることから、当該部分に暗渠を入れ、改良を図るもの

でございます。次に、１７節備品購入費、一般備品購入費の内訳ですが、新規に各小学校

にタイムレコーダーを１台ずつ、合計９万９，０００円、幌加内小学校の簡易実物投影機

５１万５，０００円、あと朱鞠内小学校で脚立２万６，０００円を新規に購入し、幌加内

小学校の保健室用マットレス５万５，０００円を更新することとして予算計上しておりま

す。この目については以上です。 
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 次のページお願いします。２目教育振興費、本年度１，２０９万３，０００円、前年比

較１，０６５万７，０００円の増であります。この目については、小学校からの要望によ

り各教科教材費、備品費の予算を計上しております。１７節備品購入費、教材用備品購入

費６１４万３，０００円ですが、令和元年度に北海道市町村備考資金組合の防災資機材の

譲渡事業にて取得し、分割償還となった各小学校の教育ＩＣＴ機器購入に係る返済分を予

算計上しております。なお、返済期間は令和２年度から令和５年度までの４年間となりま

す。次の教師用教科書指導書購入費４５７万２，０００円ですが、学習指導要領の改訂に

伴う小学校教科書の改訂により、教師用の教科書及び指導書の更新が必要となったため予

算計上しております。この目については以上です。 

 次に、３項１目学校管理費、本年度４，１７２万円、前年比較１，６２４万９，０００

円の増であります。１２節委託料、一番下にありますサーバー保守業務委託料１１３万２，

０００円につきましては、小学校費と同様令和元年度に行いました中学校分の学校ＩＣＴ

機器購入に伴いサーバーの保守業務が新規に発生したため予算計上するものでございます。

次のページをお願いします。１４節工事請負費、幌加内中学校玄関ポーチ改修工事２７２

万８，０００円ですが、校舎の生徒玄関及び職員玄関のポーチ部分のタイルが雨天時や冬

期間の除雪後に滑りやすくなり、転倒の危険性が高いので、通行する場所にゴムチップ舗

装をする費用を計上しております。１７節備品購入費、スクールバス購入費１，１４６万

８，０００円ですが、平成７年取得のスクールバス１台について老朽化により故障が多発

し、費用も高額化しているため更新することとし、予算計上しております。スクールバス

の購入については、国庫補助事業の対象となり、対象額の２分の１の額を歳入においても

計上しております。次の一般備品購入費の内訳ですが、タイムレコーダー５万円、簡易実

物投影機２５万８，０００円を新規に購入し、掃除機７万９，０００円、加湿器１５万１，

０００円、グラウンド用のレーキマット１１万４，０００円、黒板拭きクリーナー４万４，

０００円、芝刈機２０万４，０００円を更新することとして予算計上しております。パソ

コン購入費３０万９，０００円ですが、教員用として１台分と特別支援学級新設に伴い、

教室に常設する１台分の合計２台分の購入費を予算計上しております。この目については

以上です。 

 次に、２目教育振興費、本年度５１９万円、前年比較４１７万７，０００円の増であり

ます。この目については、中学校からの要望により各教科教材費、備品費の予算を計上し

ております。１７節備品購入費、教材用備品購入費４３１万円ですが、小学校費でもあり

ましたとおり、令和元年度に北海道市町村備考資金組合防災資機材譲渡事業にて取得し、

分割償還となりました中学校の教育ＩＣＴ機器購入に係る返済分を予算計上しております。

この目については以上です。 

 次に、４項１目高等学校総務費、本年度４，３８６万８，０００円、前年比較３３３万

７，０００円の増であります。１０節需用費、次のページお願いします。特別修繕料２６

８万７，０００円ですが、高圧ケーブルの経年劣化による保安検査での指摘がありました
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ので、入替えを行うため予算計上しております。次に、１７節備品購入費の内訳ですが、

タイムレコーダー５万円を新規に購入するものでございます。この目については以上です。 

 次に、２目教育振興費、本年度８８４万６，０００円、前年比較１０６万８，０００円

の減でございます。次のページお願いします。１７節備品購入費、教材用備品購入費の内

訳ですが、そば道場の冷蔵庫更新に１４万３，０００円、同じく計量器の更新に７万５，

０００円、食品加工用のミキサー部品、収納庫の購入に９万７，０００円、出店時に使用

する大鍋の購入に３万２，０００円、そば加工室の冷蔵冷凍庫用の収納棚の購入に１６万

８，０００円、そば道場とそば加工室用の集じん機の購入に１０万円、農場の農産物栽培

時に使用する充電式ドライバードリル等の購入に１１万８，０００円、以上購入のため予

算計上しております。この目については以上です。 

 次に、３目寄宿舎費、本年度４，７５６万５，０００円、前年比較２９０万円の減であ

ります。１２節委託料、次のページお願いします。調理業務委託料ですが、昨年から寮で

の朝、夕食ほか昼食及び高校の給食についても調理を委託することとして予算計上してお

ります。委託料の内訳として、月額９９万５，８９０円の１２か月で年間１，１９５万１，

０００円が人件費等の基本額となってございます。そのほか食材の賄い代として年間１，

０９１万７，０００円を見込んでおります。歳入について１２款の寄宿舎使用料、１９款

の寄宿舎賄い費収入を充当しております。この目については以上です。 

 次に、５項１目学校給食費、本年度２，４４０万５，０００円、前年比較１７１万１，

０００円の減であります。１０節需用費、昼食賄い材料費６９２万６，０００円ですが、

本年度についても１食当たりの給食費の価格を据え置き、小学校で２５０円、中学校で３

０４円とし、給食の提供を行ってまいります。また、今年度も災害の蓄えとして各学校に

備蓄する給食用保存食９万５，０００円を予算計上しております。なお、歳入としては、

１９款、学校給食費収入を充当いたします。次のページをお願いします。１７節備品購入

費３７５万６，０００円ですが、平成４年に取得したスチームコンベクションオーブンの

更新に３４１万１，０００円、衛生用具の包丁、まな板殺菌庫の更新に３３万３，０００

円、事務所用の電話機の更新に１万２，０００円、以上の購入のため予算計上しておりま

す。この目については以上です。 

 次に、６項１目社会教育総務費、本年度１，１６６万１，０００円、前年比較１７７万

４，０００円の増であります。１８節負担金、補助及び交付金、次のページをお開きくだ

さい。文化連盟活動補助金２１９万円ですが、８団体に対する助成金として２９万円、生

涯学習フェスティバル事業に１０万円、映画上映などの芸術鑑賞会に６０万円、芸術作品

の鑑賞会に１０万円、著名人などの講演会に１１０万円を予算計上しております。この目

については以上です。 

 次に、２目公民館費、本年度２，１９１万３，０００円、前年比較６４万６，０００円

の増であります。１０節需用費、特別修繕料５１万１，０００円ですが、沼牛の研修セン

ターのステージの床下部分に地下水がしみ出し、水がたまる現象が起きておりますので、
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解消すべく、くみ上げポンプを設置する費用を予算計上しております。この目については

以上です。 

 次に、３目生涯学習センター費、本年度６，２３３万５，０００円、前年比較２，８７

４万２，０００円の増であります。次のページをお開きください。１０節需用費、特別修

繕料２，４４１万５，０００円の内訳ですが、ふれあいホールの従来のワイヤレス機器が

電波法改正により使用できなくなるため、更新する費用として５７１万４，０００円、セ

ンターの暖房機器の中央監視装置及び自動制御盤が平成９年に導入したものでございます

が、業者からも故障の際にもう部品の供給がないという状態であるため、更新する費用と

して１，８７０万円を予算計上しております。１４節工事請負費、生涯学習センター事務

室間仕切り改修工事４０２万６，０００円ですが、教育長室の機密保持のため、センター

事務室の間仕切りを追加し、教育長室と事務室を分けるものと物品庫の扉部分を改修する

ことで利便性を向上させる費用を予算計上したものでございます。１７節備品購入費、Ｄ

ＶＤ購入費６９万３，０００円ですが、利用者のアンケートなどにより３５本分の購入費

として予算計上しております。同じく図書費の購入費ですが、学校からの要望やアンケー

トを基に一般用として５３０冊、児童生徒用として３５０冊を購入することとして予算計

上しております。この目については以上です。 

 次のページをお開きください。７項１目保健体育総務費、本年度３６４万５，０００円、

前年比較２万５，０００円の減であります。１８節負担金、補助及び交付金、スポーツ協

会活動補助金７７万８，０００円の内訳ですが、１３団体への活動補助として５６万２，

０００円、各種大会分への助成として２１万６，０００円を支出することとして予算計上

しております。この目については以上です。 

 次に、２目体育施設費、本年度８，４４３万２，０００円、前年比較１億５，４４０万

１，０００円の減であります。１０節需用費、特別修繕料１，６３０万２，０００円です

が、スキー場のリフト支柱滑車交換に９５７万円、同じくリフトの折り返し滑車の一部部

品交換など整備に２６４万円、スキー場圧雪車のオーバーホールなどの費用４０９万２，

０００円を整備計画に基づき実施いたします。次のページをお願いします。１４節工事請

負費、幌加内町民プール建設工事３，１７６万８，０００円ですが、令和元年度予算によ

り山村広場横に建設した町民プールの駐車場整備など外構工事分を予算計上しております。

次の山村広場管理棟解体工事３９９万３，０００円ですが、山村広場管理棟の機能を今回

新設した町民プール管理棟と併用するため、既存の管理棟を解体する予算を計上してござ

います。１８節負担金、補助及び交付金、ほろたちスキー場管理運営補助金２，２００万

円ですが、令和元年７月から令和６年６月までの５年間、指定管理契約により旭川市の株

式会社ダンケジャパンと契約をしているところでございます。この目については以上です。 

 次に、８項１目生活改善センター管理費、本年度２８６万２，０００円、前年比較４１

万２，０００円の減であります。減額の主な要因は、燃料費の減によるものでございます。

この目については、生活改善センター全般に係る予算でございまして、例年どおりの予算
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計上でございますので、特に説明はございません。この目については以上です。 

 以上、１０款教育費の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１５２ページから質疑

を受けます。１５２ページ、１５３ページについて質疑ありませんか。１５２ページです。

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５４ページ、１５５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５６ページ、１５７ページについて質疑ありませんか。 

 ５番、稲見委員。 

〇５番（稲見隆浩君） 委託料のサーバー保守業務委託料に関して聞きたいのですけれど

も、先に高校ＩＣＴ教育をやっていて、その高校の委託料はたしかそんなに高くないと思

うのですけれども、１８６万円までかかる内訳というのか、何でここまでかかるのか、お

教えいただけますか。 

〇委員長（中村雅義君） 学務課長。 

〇学務課長（柏原 潤君） お答えいたします。 

 小学校、中学校の保守委託料につきましては、ＶＰＮという回線を利用しまして、遠隔

で３校の保守を、いわゆるアップデートだとか、現地に来ての修繕だとか全てを業者のほ

うに委託するというようなことで、金額的にこのようなちょっと高く見えるかと思うので

すけれども、このような額になっております。学校３校ありますので、それぞれでトラブ

ルが発生した場合に、それぞれ現地に向かって作業しておきますと、ちょっと急ぎに間に

合わないというようなことが想定されるため、このような手法を取り込んだためのこの金

額となってございます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１５６ページ、１５７ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５８ページ、１５９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６０ページ、１６１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６２ページ、１６３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６４ページ、１６５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６６ページ、１６７ページについて質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６８ページ、１６９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７０ページ、１７１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７２ページ、１７３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７４ページ、１７５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７６ページ、１７７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７８ページ、１７９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０款教育費全般について質疑ありませんか。１０款全般にお

いてありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで１０款に関する質疑を終わります。 

 以上で教育委員会所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時２１分 

再開 午後 ２時３４分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから歳入の審査に入ります。 

 説明をお願いします。 

 総務課長。 

〇総務課長（村上雅之君） それでは、歳入をご説明させていただきます。 

 １１ページ、１２ページをお開きください。１款町税、１項町民税、１目個人でありま

すけれども、本年度予算額が７，８０９万円で、対前年度２４０万１，０００円の減額と

なっております。これにつきましては、過去３か年の平均により課税標準を作成しており

ますので、３０年度の農業所得の減が減額の要因であります。 

 ２目法人ですが、本年度予算額７９９万３，０００円で、対前年度８万３，０００円の

増額となっております。事業者数の４４社は変わらず、令和元年度見込み数字を基に積算

をしております。 

 次に、２項１目固定資産税ですが、本年度予算額６，５７３万４，０００円で、対前年
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度１０万４，０００円の増額となっております。家屋等の評価見直しにより増額となって

いるものであります。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金ですが、本年度予算額４７６万１，０００円で、対前

年度３万６，０００円の増額となっております。特に説明することはございません。 

 ３項１目軽自動車税ですが、本年度予算額４８６万２，０００円で、対前年度２９万６，

０００円の増額となっております。昨年より種別割と環境性能割分が別様になり、令和元

年度の実績をベースに積算しております。 

 次のページをお願いいたします。４項１目たばこ税ですが、本年度予算額４９１万７，

０００円で、対前年度１２３万４，０００円の減額となっております。令和元年度の実績

に基づき、８０％での積算をしているものであります。 

 その下、５項１目入湯税ですが、本年度予算額１２７万円で、対前年度１万５，０００

円の減額となっております。昨年は、１１月より工事による閉館をしておりましたので、

平成３０年度の実績を基に積算をいたしました。 

 次のページをお願いいたします。２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税から２５

ページ、２６ページの自動車税環境性能割交付金につきましては、昨日、副町長のほうか

ら説明いたしました概要説明と同様ですので、説明を省略させていただきたいと思います。

なお、３項の森林環境譲与税が昨年度の途中から追加されており、今年度は当初予算から

皆増となっております。さらに、自動車取得税の交付金が昨年の１０月１日をもって廃止

となっておりますので、申し添えます。 

 飛んでいただき、２７ページ、２８ページをお開きください。８款１項１目地方特例交

付金ですが、本年度予算額７０万１，０００円で、対前年度４７万６，０００円の増額と

なっております。住宅ローン減税分の補填増額を見ております。この項目の次にあります

子ども・子育て支援臨時交付金につきましては、令和元年度の交付金自体もまだ確定され

ておらず、今回は科目存置の計上をさせていただいております。 

 次のページをお願いいたします。９款１項１目地方交付税ですが、本年度予算額２億１，

７５０万円で、対前年度４，３００万円の増額となっております。内容につきましては、

これも昨日副町長のほうから説明いたしました概要説明と同じでありますので、省略させ

ていただきたいと思います。 

 次のページをお願いいたします。１０款交通安全対策特別交付金ですが、本年度予算額

１，０００円で、対前年度１９万９，０００円の減額となっております。過去２年この交

付金につきましては、不交付扱いで実績がありませんので、本年度科目存置として１，０

００円だけの計上とさせていただきました。 

 次のページをお願いいたします。１１款分担金及び負担金、１項１目分担金ですが、本

年度予算額３，８１２万６，０００円で、対前年度３，８１２万５，０００円の増額とな

っております。道営土地改良事業の分担金の増によるものであります。 

 ２項１目につきましては、特に説明するものはございません。 
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 次のページをお願いいたします。１２款使用料及び手数料、１目１節で総務使用料であ

りますけれども、本年度予算額９０２万５，０００円で、対前年度９２万７，０００円の

増額となっております。ほろみん号の使用料を実績に合わせて増額しているものでありま

す。 

 ２目民生使用料については特に説明はございません。 

 ３目衛生使用料、本年度予算額９，４９０万６，０００円で、対前年度８０９万４，０

００円の減額となっております。幌加内診療所及び幌加内歯科診療所に係る診療報酬使用

料を減額で見ているものであります。 

 ４目、５目につきましては特に説明するものはございません。 

 次のページをお願いいたします。６目土木使用料で、本年度予算額４，５６６万２，０

００円で、対前年度３０９万円の減額となっております。住宅使用料の減額を見ておりま

す。 

 ７目教育使用料、本年度予算額９３万３，０００円で、対前年度４８万５，０００円の

減額となっております。生徒の減少による減額を見ているものであります。 

 ２項手数料ですが、本年度予算額１，５３２万２，０００円で、対前年度３万円の増額

となっております。 

 ２目衛生手数料で本年度予算額１，２６２万５，０００円で、対前年度６３万２，００

０円の増額となっておりますが、１節のところで保健衛生手数料、診療所手数料は減額に

なっておりますけれども、一般廃棄物処理手数料及びし尿くみ取り手数料が増となってい

ることが要因となっております。 

 その他次のページの教育手数料までは特に説明するものはございません。 

 もう１枚めくっていただきたいと思います。１３款国庫支出金になります。本年度予算

額３億４，６０３万１，０００円で、対前年度２億３，１１０万８，０００円の増額とな

っております。１目民生費国庫負担金で３節、保育所運営費負担金で約６００万円の増額

を見ております。 

 ２目の衛生費国庫補助金のところでありますけれども、それで次のページをお願いいた

します。２節循環型社会形成推進交付金で最終処分場の整備事業に１億１，４８５万１，

０００円の増額という形になっております。 

 ３目の土木費国庫補助金ですが、１節で社会資本総合整備交付金で橋の長寿命化、道路

の改良、公営住宅の除去事業で１億５，３５３万４，０００円を見込んでいるものであり

ます。 

 ４目教育費国庫補助金で本年度予算額１８８万９，０００円で、対前年度１８４万円の

増額となっておりますが、この部分ではスクールバスの購入を予定しており、その補助を

見込んでいるものであります。 

 ３項２目民生費委託金でありますが、１節、年金生活者支援給付金業務市町村事務取扱

交付金で５０万円の皆増を見ております。その他このページで特に説明するものはござい
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ません。 

 次のページをお開きください。１４款道支出金、本年度予算額２億３７６万８，０００

円で、対前年度１，６０１万６，０００円の減額となっております。１項１目民生費道負

担金で本年度予算額３，５００万５，０００円で、対前年度２７７万６，０００円の増額

となっております。４節、保育所運営費の増額と同じく９節の後期高齢者医療保険基盤安

定事業負担金の増を見込んでいるものであります。 

 次、その下、２項１目民生費道補助金で、次のページをお開き願いたいと思います。民

生費補助金で重度心身障害者医療費補助金の減、また子育て支援対策事業費補助金で減額

を見ているものであります。 

 １つ飛んでいただきまして、３目農林水産業費道補助金で本年度予算額１億４，５６５

万３，０００円で、対前年度１，３５０万４，０００円の減額となっております。１節の

ところで農業費補助金、環境保全型農業直接支払対策事業補助金で２，０００万円の減額

が大きな要因でありますけれども、農業経営高度化促進事業補助金６１７万５，０００円

が皆増となっているものであります。次のページをお願いいたします。２節の森林環境保

全整備事業補助金２５５万３，０００円、これも全て皆増となっているものであります。 

 下に行っていただきまして、３項の道の委託金になります。１目総務費委託金で本年度

予算額５０２万５，０００円で、対前年度４３８万３，０００円の減額となっております

が、この部分につきましては昨年度実施の知事、道議選、町長、町議選、参議院選挙の皆

減によるものと、さらに増の要因としましては今年度実施の国勢調査が大規模な年であり

ますので、その分の交付金の増を見ているものであります。その他は特に説明はございま

せん。 

 ５１ページ、５２ページをお願いいたします。このページにつきましても特に説明する

ものはございません。 

 次のページをお願いいたします。１５款財産収入については、本年度予算額１，４３４

万６，０００円で、対前年度１１９万８，０００円の増額となっております。要因といた

しましては、次のページをお開きいただきたいと思います。２項３目生産物売払収入のと

ころでありますが、本年度予算額が３１４万６，０００円で、１４８万６，０００円の増

額となっております。この内訳といたしまして、１節生産物売払収入の高校での５０万円

の増、同じく竹木で９４万６，０００円の皆増となっているものが増えた理由になってお

ります。 

 次のページをお願いいたします。１６款１項寄附金でありますけれども、２目の使途指

定寄附金、ふるさと納税でありますが、本年度予算額２，５００万１，０００円で、対前

年度１，０００万円の増額となっております。令和元年度の実績及び令和２年度の目標設

定に基づき、金額の増を見込んでいるものであります。 

 次のページをお願いいたします。１７款繰入金、１項１目基金繰入金ですが、本年度予

算額４億２，８７５万８，０００円で、対前年度１億２，５２０万６，０００円の増額と
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なっております。１節の減債基金及び総合振興基金、公共施設等整備基金、森林環境譲与

税基金の皆増が増えた要因となっております。 

 次のページをお願いいたします。１８款１項１目繰出金ですが、このページについて特

に説明することはございません。 

 次のページをお願いいたします。１９款諸収入ですが、本年度予算額６，１４４万９，

０００円で、対前年度３９６万７，０００円の減額となっております。このページ飛んで

いただきまして、もう１ページ飛んで６７ページ、６８ページをお願いしたいと思います。

９節の寄宿舎賄い費収入で３０２万５，０００円の大きな減額がこの諸収入での減額の要

因であります。その他特に説明するものはございません。 

 次のページをお願いいたします。２０款町債ですが、本年度予算額６億２，６００万円

で、対前年度２億５，４８０万円の増額となっております。１目総務債では、そば産地活

性化振興事業債の皆減による減額が大きなものであります。 

 ２目民生債は、生活環境安全対策事業債の増額です。 

 ３目衛生費は、一般廃棄物処理場整備事業債の増及びその下にあります診療所の備品購

入、し尿処理施設の整備事業、これが全て増になっているものであります。 

 その下、４目農林水産業債につきましては、色彩選別機の整備事業債が追加されるもの

で、それによる増であります。 

 その下、５目商工債は、既存のプレミアム商品券の追加と新たに朱鞠内湖畔周辺観光整

備事業債の追加をするものであります。 

 ６目土木債では、除雪機械の導入に代わりまして橋梁の補修や長寿命化、道路改良事業

の追加であります。 

 次のページをお願いします。７目消防債では、士別地方消防事務組合への移管に伴う負

担金債の追加と災害用の道の総合行政情報ネットワーク整備事業債の追加をするものであ

ります。 

 ８目教育債では、町民プール建設事業は減額となりましたが、本年度スキー場の改修整

備及びスクールバスの購入事業債を追加するものであります。 

 ９目臨時財政対策債につきましては、１，０００万円の減額となっているものでありま

す。 

 この部分をそれぞれの起債等の名称でまとめますと、過疎債で１７件、２億３，２５０

万円、辺地債で３件、６，１３０万円、一般廃棄物の事業債で１件、２億７，８６０万円、

臨時財政対策債で１件、５，０００万円、緊急防災・減災事業債で１件、３６０万円とな

るものであります。以上のこの詳細につきましては、ページを戻っていただきまして、６

ページ、７ページの第３表、地方債に載せておりますので、後ほどお目通しをお願いした

いと思います。 

 以上で一般会計歳入の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書、歳入、１１ページか
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ら質疑を受けます。一般会計歳入、１１ページ、１２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３ページ、１４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５ページ、１６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７ページ、１８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １９ページ、２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２１ページ、２２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２３ページ、２４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２５ページ、２６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２７ページ、２８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２９ページ、３０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３１ページ、３２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３３ページ、３４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３５ページ、３６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３７ページ、３８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３９ページ、４０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４１ページ、４２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４３ページ、４４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４５ページ、４６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） ４７ページ、４８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４９ページ、５０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５１ページ、５２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５３ページ、５４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５５ページ、５６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５７ページ、５８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５９ページ、６０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６１ページ、６２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６３ページ、６４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６５ページ、６６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６７ページ、６８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６９ページ、７０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ７１ページ、７２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 歳入終わりましたけれども、歳入全般について質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって一般会計歳入の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時５９分 

再開 午後 ３時０２分 
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〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから特別会計予算の審査を行います。 

 議案第２６号 令和２年度幌加内町国民健康保険特別会計予算の説明及び質疑を行いま

す。 

 事項別明細書、歳出より説明をお願いします。 

 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） それでは、事項別明細書、歳出からご説明いたします。 

 歳出、１９ページお願いいたします。歳出、１９ページになります。１款１項１目一般

管理費、予算額１９９万８，０００円、前年比６万２，０００円の増となります。この目

につきましては、１節報酬、３節職員手当、これにつきましては会計年度職員の任用制度

の開始に伴いまして、前年度の賃金及び報償費に代わるものでございます。この目につい

ては以上でございます。 

 続きまして、２目連合会負担金、予算額４０４万３，０００円、前年比７０万６，００

０円の減でございますが、この目は特にございません。 

 ２項１目賦課徴収費、予算額１０万４，０００円、前年比３，０００円の増でございま

す。 

 次のページに入りまして、３項１目運営協議会費、予算額７万２，０００円、前年比が

ゼロです。 

 この２つにつきましては特に説明はございません。 

 次のページ、２３ページをお願いいたします。２款１項１目療養給付費、予算額１億２，

０４２万円、前年比１４万３，０００円の増でございます。１８節、一般被保険者療養給

付費としまして全額となります。 

 続きまして、２目療養費３６万５，０００円の予算、前年比９万円の減でございます。

１８節、一般被保険者療養費として全額となります。 

 次に、３目審査支払手数料２４万３，０００円の予算額、前年比５，０００円の増とな

っております。１１節、審査支払手数料として全額となります。 

 これら３つにつきましては、平成２９年から令和元年度上半期までの平均値で算出して

いるところでございます。 

 続きまして、２項１目高額療養費、予算額２，０３２万８，０００円、前年対比２６万

４，０００円の減でございます。１８節、一般被保険者高額療養費として全額となります。

これにつきましても平成２９年から令和元年度上半期までの平均値で算出しているところ

でございます。 

 次に、２目高額介護合算療養費、予算額１０万円、前年対比ゼロ、その次の３項１目移

送費、予算額１万円、前年対比ゼロ、これにつきましては特に説明ございません。 

 ４項１目出産育児一時金、予算額４２万円、前年比ゼロ、１８節、出産育児一時金４２

万円でございます。出産育児一時金の支払手数料となるものでございますが、前年度同様
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１件分を計上しております。 

 ２目審査支払手数料については特に説明ございません。 

 ５項に参ります。次のページお願いいたします。５項１目葬祭費、予算額９万円、前年

比ゼロ、１８節、葬祭費９万円でございますが、条例で定めております単価３万円、それ

を３件分計上したところでございます。 

 次のページお願いいたします。３款１項１目国民健康保険事業費納付金、予算額５，１

０７万１，０００円、前年比４３１万４，０００円の増でございます。１８節になります。

一般被保険者医療給付費分３，９６０万４，０００円でございます。前年比が３３６万９，

０００円の増となります。次の一般被保険者後期高齢者支援金等分につきましては、７４

１万８，０００円の予算でございまして、前年比１９万８，０００円の増となるところで

す。３つ目になりますが、介護納付金分４０４万９，０００円でございますけれども、前

年比７４万７，０００円の増ということで、全体で４３１万４，０００円の増となってご

ざいます。この納付金につきましては、予算概要説明でも説明したとおりでございますけ

れども、平成２８年、平成２９年度分の前期高齢者交付金の精算が令和２年度から４年間

で行うこととされたものであります。令和２年度の分が４５５万５，０００円の増となっ

たことがそれぞれの３つの項目に含まれてございます。このページは以上でございます。 

 次のページお願いいたします。４款１項１目財政安定化基金拠出金、予算額１，０００

円でございます。新設科目になります。１８節財政安定化基金拠出金１，０００円となっ

ておりますが、平成３０年度の胆振東部地震におきまして激甚災害指定を受けた３つの町

に対して当時交付金があったものでございます。この分の交付金につきましては、国、道、

市町村で３分の１ずつ拠出するとしまして、市町村、北海道全体では４９万９，０００円

の支出ということになりました。今回この分の幌加内町分が２３８円ということで提示が

ありましたので、１，０００円の予算措置として新規科目になってございます。 

 次のページお願いいたします。５款１項１目特定健康診査等事業費、予算額１３３万９，

０００円、前年比１６万５，０００円の減となってございます。この目の説明については

特にございません。 

 続きまして、２項１目保健衛生普及費、予算額３２５万２，０００円、前年比２０４万

２，０００円の増でございます。７節になります。特定健診継続受診記念品６万３，００

０円でございますけれども、３年連続としました特定健診の受診者に記念品を贈呈すると

して令和元年度より実施してございます。今回は、１２５名分を計上してございます。そ

の下の健康優良家庭表彰記念品につきましては、６世帯分を計上してございます。続きま

して、１２節になります。がん検診業務委託料１２４万９，０００円、その下の肺炎球菌

予防接種委託料８万円、１８節に行きましてインフルエンザ予防接種補助金６４万６，０

００円、これらにつきましては特別調整交付金の対象となるため、今回国保会計にて予算

計上するものでございます。１８節の最後になりますが、短期人間ドック補助金１００万

円につきましては、過去３年間の実績を基に５０名分を計上しているところでございます。



 - 52 - 

この目の説明は以上です。 

 次のページお願いいたします。６款１項１目基金積立金、予算額７万８，０００円、前

年比９，０００円の減となります。この目の説明については特にございません。 

 次のページをお願いいたします。７款１項１目利子になりますが、ここのページから次

のページになります、８款１項１目及び８款２項１目延滞金まで科目存置となります。特

に説明はございません。 

 次のページお願いいたします。９款１項１目予備費、予算額７１万５，０００円、前年

比６１万５，０００円の増となってございますが、この目についても特に説明はございま

せん。以上で歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入に入りますので、６ページ、７ページをお願いします。６ページ、７ページ

になります。歳入、１款１項１目国民健康保険税、予算額３，３９６万８，０００円、前

年比３１８万５，０００円の減となってございます。１節医療給付費分現年課税分で２，

４０４万９，０００円、これにつきましては前年比２９８万１，０００円の減となってお

ります。次の２節後期高齢者支援金分現年課税分で６６０万２，０００円、前年比１３万

９，０００円の減となってございます。次の３節介護給付費分現年課税分で３２１万２，

０００円、前年比６万５，０００円の増となってございます。現年課税分の総額としまし

ては、３，３８６万３，０００円となりまして、前年比３０５万５，０００円の減となっ

てございます。これらにつきましては、北海道より示されました収納の必要額によりそれ

ぞれ予算計上してございます。４節から６節については特に説明ございません。この目の

説明は以上です。 

 次のページお願いいたします。２款１項１目保険給付費等交付金、予算額１億５，１２

１万５，０００円、前年比４７６万１，０００円の増でございます。１節普通交付金１億

４，１９７万７，０００円でありますが、歳出２款の保険給付費に対する財源として道か

ら交付されるものでございます。続きまして、２節特別交付金の保険者努力支援分７８万

６，０００円でありますが、レセプトの点検の充実や強化、特定健診保健指導の受診など

の医療費の適正化等に向けた取組状況を基に算定された道からの特別交付金でございます。

次の特別調整交付金３万６，０００円でありますが、療養担当の手当分となってございま

す。次の道繰入金分８１３万４，０００円ですけれども、保険者努力支援分と同様に医療

費の適正化等に向けた取組状況を基に算定されており、道からの特別交付金となります。

最後になりますが、特定健康診査等負担金２８万２，０００円でありますけれども、特定 

健診等に対する３分の２の負担でございます。この目については以上です。 

 次のページお願いいたします。３款１項１目利子及び配当ですが、このページについて

は特に説明ございません。 

 次のページお願いいたします。４款１項１目一般会計繰入金、予算額１，４７２万８，

０００円、前年比２７万３，０００円の減でございます。１節でございますけれども、保

険基盤安定（軽減分）３４５万１，０００円であります。これは、低所得者に対する軽減
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対策分で、道が４分の３、一般会計で措置する分が４分の１となっております。北海道の

分は一般会計で一度受け入れるところでございます。次の保険基盤安定（支援分）１８７

万６，０００円でありますが、これは中間所得層を中心に保険料負担を軽減するもので、

国が２分の１、道が４分の１負担するものであります。これにより町も４分の１の負担と

いうことで、これらについても一般会計で一度繰り入れて、今回国保会計に繰り入れるも

のでございます。次の財政安定化支援事業４９万円でありますが、交付税で措置される分

であります。これについても一般会計で受け入れております。次の出産育児一時金２８万

円でありますが、これは単価４２万円、これを１件分としまして３分の２を町が負担する

ということで、２８万円の予算計上としております。次の短期人間ドック補助金１００万

円でありますが、これは町単費分であります。１件２万円としまして５０名分を予算計上

しております。次の事務費につきまして７００万８，０００円でありますが、歳出、総務

費の一般管理費分１９９万８，０００円、連合会負担金分２２６万円、賦課徴収費分５万

４，０００円、運営協議会費分としまして７万２，０００円、保健事業の特定健診分とし

まして１０５万７，０００円、保健衛生普及費分１５６万７，０００円の内容となってご

ざいます。この節の最後になります。単独事業６２万３，０００円でありますが、これは

一般会計におきまして医療、福祉対策として医療費の助成、乳幼児やひとり親、重度心身

障害者の町単費分の事業であります。町で上乗せしたことによりまして受給の増加につな

がり、国保に波及した負担分を一般会計から負担することとしております。この目は以上

です。 

 続きまして、２項１目基金繰入金、予算額４６０万７，０００円、前年対比４５９万７，

０００円の増でございます。１節、国保財政調整基金繰入金４６０万７，０００円でござ

いますが、内訳としましては一般被保険者療養給付費等の補填としまして５万円、前期高

齢者交付金の精算分としまして３９６万５，０００円、後期高齢者支援金精算分として２

３万４，０００円、介護納付金精算分としまして３５万８，０００円となります。この目

については以上でございます。 

 次のページをお願いいたします。５款１項１目繰越金、この目から次のページお願いい

たします。６款に入りまして、３項雑入の１目第三者納付金、ここまでにつきましては科

目存置となりますので、特に説明はございません。 

 ここの一番下、２目雑入になりますけれども、予算額６万２，０００円、前年比６万１，

０００円の増ということでございます。１節の中のがん検診個人負担金分６万１，０００

円でございますが、先ほど歳出５款にがん検診業務委託を今回国保会計に計上したという

ことで説明しておりますが、これに伴いまして個人負担分もここで歳入を受けるというこ

とになります。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 これをもちまして国民健康保険特別会計の説明を終わらさせていただきます。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。事項別明
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細書、歳出、１９ページから質疑を受けます。国民健康保険特別会計歳出、１９ページ、

２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２１ページ、２２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２３ページ、２４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２５ページ、２６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２７ページ、２８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２９ページ、３０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３１ページ、３２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３３ページ、３４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３５ページ、３６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３７ページ、３８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３９ページ、４０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 続いて、事項別明細書、歳入の６ページから質疑を受けます。

国民健康保険特別会計歳入、６ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 健康保険についてですけれども、前年より減ってはいるのですが、

加入者なり加入世帯なりの変化は前年と比較してどうなっているのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） お答えいたします。 

 令和２年、今年度２月末の数字でございますけれども、加入世帯数１９６世帯、ちなみ

に昨年の２月末が２１０世帯ということです。加入数につきましては、３５５名というこ

とで、昨年が３７４名ということでございます。世帯、加入者数ともに減っている傾向に

あるということでございます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） ほかに質問ありませんか。 



 - 55 - 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８ページ、９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４ページ、１５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６ページ、１７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これをもって国民健康保険特別会計予算の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時２５分 

再開 午後 ３時２５分 

 

〇委員長（中村雅義君） 引き続き行います。 

 次に、議案第２７号 令和２年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算の説明及び質疑

を行います。 

 事項別明細書、歳出から説明を願います。 

 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） それでは、引き続きになりますけれども、後期高齢者医療特

別会計のほうの説明に入らさせていただきます。 

 事項別明細書、歳出、１５ページ、１６ページをお願いいたします。１５ページになり

ます。歳出、１款１項１目一般管理費、予算額１８万１，０００円、前年比３，０００円

の減となります。この目については特に説明はございません。 

 ２項１目徴収費、予算額４万２，０００円、前年比ゼロ、この目についても特にござい

ません。 

 次のページをお願いいたします。２款２項１目後期高齢者医療広域連合納付金、予算額

２，９６２万２，０００円、前年比８９万１，０００円の減でございます。１８節、事務

費負担金１７３万８，０００円と保険料等負担金２，７８８万４，０００円になりますが、

まず事務費負担金につきましては市町村均等割が１１０万６，０００円、高齢者人口割が

３５万４，０００円、人口割が２７万８，０００円の内訳となっておりまして、これにつ
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きましては共通経費の市町村負担分となってございます。次の保険料等負担金であります

が、被保険者からの保険料の特別徴収分が１，１４７万８，０００円、普通徴収分としま

して６７４万円、滞納繰越分１，０００円、保険基盤安定の繰入金９６６万５，０００円

の内訳となってございます。この２つにつきましては、ともに広域連合からの通知のあり

ました額を計上してございます。この目については以上です。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目後期高齢者健診事業費、予算額５２万６，

０００円、前年比１８万８，０００円の減でございます。１２節委託料でございますが、

健康診査委託料３２万６，０００円として、後期高齢者医療加入者の通常の健診委託料３

０名分と旭川がん検診センターで行っております送迎つき検診の委託料５名分、この２つ

を予算計上したところでございます。次に、１８節、人間ドック受診助成金２０万円であ

りますけれども、１０名分を予算計上しております。この目の説明は以上でございます。 

 次のページ、４款１項１目保険料還付金、この目から次のページお願いします、５款１

項１目予備費、ここまでについては科目存置となってございますので、特に説明はござい

ません。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入に入りますので、歳入、６ページ、７ページをお願いします。歳入、６ペー

ジ、７ページになりますが、１款１項１目特別徴収保険料、予算額１，１４７万８，００

０円、前年比６，０００円の増で、１節現年度分１，１４７万８，０００円となっており

ます。 

 次の２目普通徴収保険料６７４万１，０００円の予算額、前年比１５６万８，０００円

の減となっております。１節現年度分としまして６７４万円、２節滞納繰越分で１，００

０円でございます。これら２つの目につきましては、広域連合から示された保険料の総額

１，８２１万８，０００円を令和元年度１０月以降の特別徴収分と普通徴収の区分割でそ

れぞれ振り分けたところでございます。特別徴収としまして６３％で１，１４７万８，０

００円、普通徴収で３７％、６７４万円として振り分けたものでございます。ちなみに、

先ほど国保の人数、これを３５５世帯というふうに説明しましたけれども、一方で後期高

齢者、これは世帯という概念ありませんので、人数になりますが、２月末現在で３５４名

ということで、昨年３８８名でした。国保の加入数とほぼ同じという状況でございます。

この目の説明は以上です。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目一般会計繰入金、予算額１，１９０万６，

０００円、前年比４６万９，０００円の増でございます。１節、事務費繰入金２２４万１，

０００円と保険基盤安定繰入金９６６万５，０００円になります。まず、事務費繰入金２

２４万１，０００円の内訳としまして、町の特別会計事務費分の一般管理費１８万１，０

００円に徴収費４万２，０００円の合計で２２万３，０００円、健診事業分としまして広

域連合では受診者に１割の負担を求めるところでありまして、本町の場合につきましては

従来から基本健診同様に受診者負担をなしとすることから、被保険者の負担額相当分を措
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置しているもので、８万１，０００円を計上しております。人間ドック助成分につきまし

ては、１０名分を見込んでおりまして、長寿健康増進事業補助金を１，０００円見込んで

ございます。これらを差し引きまして１９万９，０００円となるところでございます。そ

の他としまして広域連合分の事務費、いわゆる共通経費でございますが、これが１７３万

８，０００円となっておりまして、事務費の繰入金２２４万１，０００円となってござい

ます。下の保険基盤安定繰入金９６６万５，０００円でありますが、これは低所得者等へ

の減額賦課に対する繰入金で、道が４分の３、一般会計で措置する分が４分の１となって

おり、道の負担分については一般会計で一度受け入れておりますので、この後期高齢者医

療特別会計へ繰り入れするものであります。この目の説明は以上です。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目繰越金、この目については科目存置でご

ざいます。特に説明はございません。 

 次のページお願いいたします。次のページ、４款１項１目延滞金から３項の１目預金利

子、ここまでにつきましても科目存置でございますので、説明は特にございません。 

 ４項１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入でございます。予算額２４万５，０００

円、前年比１万１，０００円の増でございますが、１節、健康審査受託料で２４万５，０

００円であります。健康診査受診者を前年と同様の３０名と見込んでおります。 

 続きまして、５項１目雑入につきましてはこれも科目存置でございますので、説明はご

ざいません。 

 以上で歳入の説明を終わらさせていただきます。 

 これにて後期高齢者医療特別会計の説明全てを終わらさせていただきます。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。事項別明

細、歳出、１５ページから質疑を受けます。後期高齢者医療特別会計歳出、１５ページ、

１６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７ページ、１８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １９ページ、２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２１ページ、２２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２３ページ、２４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 続いて、事項別明細書、歳入、６ページから質疑を受けます。

後期高齢者医療特別会計歳入、６ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 
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〇１番（中川秀雄君） ちょっと予算審査と外れるかもしれませんけれども、普通徴収と

特別徴収の関係なのですが、基本的に後期高齢者も年金天引きの特別徴収だと思うのです

が、これでいいますと額だけだから詳しい人数は分かりませんけれども、全体の４割近く

が普通徴収になっているということは、この人たちは無年金だという理解でよろしいので

しょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長補佐。 

〇住民課長補佐（岩本美佐江君） 無年金ではなくて、介護保険料と後期の保険料を合わ

せて年金の３分の……ちょっと詳しく覚えていないのですけれども、幾ら以下になったら

年金から引き落とせないというルールがありまして、介護保険のほうは全て年金のほうか

ら徴収されているのですけれども、後期のほうはその辺のルールがあって特別徴収できな

いという方が出てくるという形で、７月の本格普徴のときに決定されてくることになりま

す。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに６ページ、７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８ページ、９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これをもって後期高齢者医療特別会計予算の質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時３８分 

再開 午後 ３時４０分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 議案第２８号 令和２年度幌加内町介護保険特別会計予算の説明及び質疑を行います。 

 事項別明細書、歳出より説明願います。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（竹谷浩昌君） それでは、事項別明細書、２３ページ、２４ページから

ご説明いたします 

 歳出、１款１項１目一般管理費、この目から２５ページ、２目認定調査費まで特に説明

はございません。 
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 次のページをお願いいたします。２款１項１目居宅サービス給付費、本年度予算額２，

１８０万円、前年比５２０万円の増であります。１８節居宅サービス給付費で２，４８０

万円でありますけれども、対象者から前年度より７名増の２４名で予算計上したところで

あります。 

 次に、２目地域密着型サービス給付費、本年度予算額１億９４０万円、前年比５２１万

４，０００円の増であります。１８節、地域密着型サービス給付費で同額でありますけれ

ども、スマイルホームえん登録者、前年度より２名増の１３名、デイサービス登録者、前

年度より７名増の２４名で予算を計上しているところであります。 

 次に、３目施設サービス給付費、本年度予算額９６０万円、前年比３５０万円の減とな

っております。１８節、施設サービス給付費で９６０万円でありますけれども、老健１名、

それから特養２名で今回予算を計上しているところであります。 

 次に、４目福祉用具購入費、本年度予算額２２万７，０００円、次の５目住宅改修費、

本年度予算額３３万８，０００円につきましては、前年同額になっておりますので、特に

説明はございません。 

 次に ６目居宅サービス計画給付費、本年度予算額４５０万円、前年比６０万円の増で

あります。１８節、居宅サービス計画給付費でありますけれども、対象者前年度より７名

増の４８名で予算を計上したところであります。 

 次に、７目審査支払手数料、本年度予算額１６万９，０００円、前年度同額でありまし

て、特に説明はございません。 

 次に、２項１目高額サービス費、本年度予算額３３０万円、前年比７０万円の減となっ

ております。１８節の高額サービス費、同額でありますけれども、施設分で５０万円、地

域密着分で２８０万円を予算計上しております。 

 次に、２目高額医療合算サービス費、本年度予算額４０万円、前年度同額で、特に説明

はございません。 

 次に、３項１目特定入所サービス費、本年度予算額１，３９０万円、前年比５２万８，

０００円の減となっております。１８節、特定入所者サービス費で同額でありますけれど

も、施設分で２９０万円、地域密着分で１，０４０万円、その他短期入所分で６０万円を

予算計上しております。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目財政安定化基金拠出金につきましては、

科目存置でありますので、特に説明はございません。 

 次のページお願いいたします。４款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費、本年

度予算額８８２万６，０００円、前年比２９０万２，０００円の減となっております。１

２節の委託料、通所型サービス業務委託料４４８万８，０００円でありますが、月４回、

１回２２名を見まして１２か月分を予算計上しました。次の訪問型サービス業務委託料２

００万３，０００円でありますが、現行ベースで月１４万円の１２か月分が主なものであ

ります。次の運動指導士派遣業務委託料１２７万８，０００円でありますが、通所サービ
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スのために札幌市豊生会より理学療法士、言語聴覚士を招聘し、専門的な見地から指導い

ただいてる業務委託料でございます。 

 次に、２目一般介護予防事業費、本年度予算額９５万９，０００円、前年比２２万１，

０００円の増であります。この目では、６５歳以上の高齢者を対象としたおたっしゃ健診、

頭の健康教室、健脚クラブ、口腔機能向上訓練などの介護予防事業に係る予算を計上して

おりますが、本年度新たな取組として事業の参加者に各事業の参加状況、また各事業での

測定数値などを記入し、一括管理していただける手帳をそれぞれ配付することとしまして、

その作成費を１０節需用費の印刷費で１７万１，０００円を予算計上しているところであ

ります。 

 次に、２項１目包括的支援事業費、本年度予算額７４３万２，０００円、前年比１３２

万２，０００円の減であります。１２節、生活支援体制整備事業活動業務委託料３６０万

円でありますけれども、地域支え合い体制づくりによります生活支援を行う協議会への活

動業務委託料として予算計上しているところであります。 

 次のページお願いいたします。２目任意事業費、次の３項１目審査支払手数料、これら

につきましては特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。６款１項１目基金積立金から次のページ、６款、それ

からまた次のページ、７款、そして最後８款の予備費、ここまで特に説明はございません。 

 以上をもちまして歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の説明に入りますので、６ページ、７ページをお開きください。歳入

１款１項１目第１号被保険者保険料、本年度予算額２，９９８万３，０００円、前年比２

７０万５，０００円の減となっております。１節の現年度分、第１号被保険者保険料２，

９９８万２，０００円でありますが、基準月額４，７００円といたしまして被保険者５９

９名で積算したところであります。昨年１１月末現在の賦課決定分を算出根拠といたして

おります。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目介護給付費負担金、本年度予算額２，８

５８万２，０００円、前年比１５７万９，０００円の増となっております。１節現年度分、

介護給付費負担金２，８５８万１，０００円でありますが、保険給付費の施設分９，４９

０万円の１５％、その他分７，１７３万４，０００円の２０％を予算計上したところであ

ります。 

 次に、２項１目調整交付金、本年度予算額１，４１６万４，０００円、前年比１２３万

６，０００円の増であります。１節現年度分で調整交付金、同額でありますけれども、保

険給付費総額１億６，６６３万４，０００円の８．５％で予算を計上したところでありま

す。 

 次に、２目地域支援事業交付金、本年度予算額４８９万７，０００円、前年比１０４万

８，０００円の減となっております。１節現年度分、地域支援事業交付金、同額でありま

すが、介護予防・生活支援事業費８８２万６，０００円の２０％、それから一般介護予防
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事業費９５万９，０００円の２０％、包括的支援事業費７４３万２，０００円の３８．５

％、任意事業費２０万円の３８．５％と、それから審査支払手数料１万３，０００円の２

０％についてそれぞれ割合を計算し、予算計上したところであります。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目介護給付費交付金、本年度予算額４，４

９９万２，０００円、前年比１６９万７，０００円の増であります。１節現年度分、介護

給付費交付金４，４９９万１，０００円についてありますが、保険給付費総額の２７％の

割合で予算を計上しております。 

 次に、２目地域支援事業交付金、本年度予算額２３８万３，０００円、前年比７８万３，

０００円の減となっております。１節現年度分、地域支援事業交付金２３８万３，０００

円でありますけれども、介護予防・生活支援事業費のこちらについても２７％の負担割合

で予算を計上しているということになります。 

 次のページをお願いいたします。４款１項１目介護給付費負担金、本年度予算額２，５

５７万４，０００円、前年比４６万３，０００円の増となっております。１節現年度分、

介護給付費負担金２，５５７万３，０００円でありますが、保険給付費施設分の１７．５

％、その他分の１２．５％で予算を計上したところであります。 

 次に、２項１目地域支援事業交付金、本年度予算額２６９万２，０００円、前年比６１

万５，０００円の減となっております。１節現年度分、地域支援事業交付金、同額であり

ますけれども、介護予防・生活支援事業費の１２．５％、一般介護予防事業費の１２．５

％、それから包括的支援事業費の１９．２５％、任意事業費の同じく１９．２５％、診査

支払手数料の１２．５％、それぞれ率を掛けて予算を計上したところでございます。 

 次のページをお願いいたします。５款１項１目利子及び配当、この目につきましては特

に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。６款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額２，７３

０万８，０００円、前年比９４万２，０００円の増となっております。一般会計繰入金、

介護給付費繰入金２，０８３万円でありますが、保険給付費総額のこちらは１２．５％を

繰り入れることとしております。次の事務費繰入金、これにつきましては歳出１款総務費

の総額２１９万１，０００円となっております。次の地域支援事業費繰入金２６９万２，

０００円ですけれども、道費と同じ割合で算出しております。次の低所得者保険料軽減事

業１５９万５，０００円でありますが、国２分の１、道４分の１、町４分の１の負担分で

あります。 

 次に、２項１目基金繰入金、本年度予算額４８３万４，０００円、前年比１２６万３，

０００円の増ということになっております。１節基金繰入金、介護給付費準備基金繰入金、

同額でありますけれども、会計全体の所要額から特定財源、こちらを差し引いた不足分の

基金を取り崩し、繰入れするものとし、予算計上したところであります。 

 次のページをお願いいたします。７款１項１目繰越金、こちらについては特に説明はご

ざいません。 
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 次のページをお開きください。８款１項１目第１号被保険者延滞金から、２項１目預金

利子、ここまで特に説明はございません。 

 次に、３項１目雑入、本年度予算額９６万５，０００円、前年比２７万２，０００円の

減となっております。１節雑入の利用者負担金９６万４，０００円でありますが、これに

つきましては通所、訪問の予防事業、その他頭の健康教室などの参加者負担金となってお

ります。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 次に、３ページ、４ページをお開きください。事項別明細書の総括であります。歳入歳

出ともに１億８，６３８万３，０００円とし、収支のバランスを取っているところであり

ます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。事項別明

細書、歳出、２３ページから質疑を受けます。介護保険特別会計歳出、２３ページ、２４

ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２５ページ、２６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２７ページ、２８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２９ページ、３０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３１ページ、３２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３３ページ、３４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３５ページ、３６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３７ページ、３８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３９ページ、４０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４１ページ、４２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、事項別明細書、歳入、６ページから質疑を受けます。介

護保険特別会計歳入、６ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） ８ページ、９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４ページ、１５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６ページ、１７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １８ページ、１９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２０ページ、２１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これをもって介護保険特別会計予算の質疑を終わります。 

 

    ◎延会の議決 

〇委員長（中村雅義君） 委員の皆様にお諮りします。 

 本日の委員会をこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

    ◎延会の宣告 

〇委員長（中村雅義君） これで本日の委員会を閉じます。 

 ありがとうございました。 

延会 午後 ４時０２分 


